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国立公害研究所は，昭和亜年3月環境庁の付属機関として，筑波研究学園都市で発  

足しました。   

環境汚染の発生原因，発生機様などを追求し，それが，自然環境，生活環境および  

人の健康に及ぼす影響を解明し，よりよい環境を創造するための研究を推進するの  

が，国立公害研究所の使命であります。   

環境汚染の防止に関する社会のニーズ は極めて緊急の課題でありますが，これらの  

問題を解明するためには自然科学の多くの分野の知見が必要であり，また具体的な施  

策を講ずるためには，社会および経済学等社会科学系の研究も欠くことはできませ  

ん。より適確な研究成果をあげるためには，これら各分野の長期的視野に立った基礎  

的な研究と綿密なデータの蓄積が必要であります。   

国立公害研究所年報の創刊号として，昭和50年度までの研究施設の整備状況，研究  

成果等をまとめてここに上梓しました。   

国立公害研究所は，発足後2年が経過したはかりで現在，研究体制および研究施設  

等の整備を進めている段階であり，また，研究所発足の地，筑波研究学園都市も，．ま  

だ都市整備の初期段階にあり，研究活動には多分の障害があります。   

このような事情から，この間は主として地道に研究所の基盤を固めることに努力し  

てまいりました。   

今後は研究体軌 研究施設の整備と相まって逐次，本格的に研究活動を展開して行  

きたいと考えていますので，各位の御協力をお患いする次第です。  ト
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1．概  況  

1．1設 立 の 経 緯   

国立公寧研究所は茨城県南部の東に霞ケ浦を望み，北に筑波山を仰く◆松林，栗林に囲まれた田園  

地帯に造成中の筑波研究学園都市の一角で研究を開始している。   

昭和46年7月1日，環境の保全に関する行政を総合的に推進する行政府として環境庁が発足した  

が，環境庁設置法第八集および第九条によって国立公害研究所の設置が定められた。国立公害研究  

所が行うペき研究分野，研究内容．組織等を検討するため，昭和46年11月東京大学名誉教腰茅誠司  

を座長とする国立公害研究所設立準爛委員会が設置された。国立公害研究所設立準備委員会の報告  

書は昭和48年3月に繰出され．それに基づいて本研究所のマスタープランが作られている。また，  

昭和47年5月の閣議決定により筑波研究学園都市に敷地30ヘクタールが確保された。   

本研究所は昭和49年3月15日に発足し，初代所長に東京工業大学名誉教授大山義牢が就任した。  

同日環境情報部および計測技術部の2部が設置された。昭和49年度には総合解析部，大気環境部，  

水質土壌環境部，環境生理部および生物環境部の5部が新設された。次いで，昭和測年度には総務  

凧 環境保健部および技術部が発足し．当初計画の10郡が設置され骨格が完成した。   

一方，建物関係は日召和49年3月に研究本館第1棟が建設され，同年6月に管理棟，10月に厚生棟．  

エネルギーセンターおよび廃棄物処理施設が完成した。更に，昭和渕年12月に植物実験用環境調節  

施設（ファイトトロン）が竣「l二し，最初の大判研究施設が完成した。   

1．2 研 究 分 野  

公害すなわち環境汚染に関する研究は新しい多くの未開拓の分野を有しているが，基本的には最  

も基礎となる物理，化学，生物および医学等の自然科学分野を主とするが，確横間短の解決には同  

時に社会および経済学等の分野の研究も不可欠である。国立公害研究所が行うべき研究の範囲につ  

いては，環境庁設置法第九条によって次のように規定されている。  

1．大気の汚染，水質の汚濁．騒音等が人の健康および生活環境に及ぼす影響の研究，大気の汚  

染，水質の汚乳 騒音等の監視測定方法の研究，その他公害の防止に関する試験研究および調査を  

行うこと。  

2・公害に関する国内および国外の資料を収集し，整理し，および掟供すること。   

一方，国立公害研究所設立準備委且会報告書によれば，環境汚染の対策を樹立し，問題を解決す  

るにあたってほ，その基盤となる環境科学研究の促進が緊急不可欠であり，その拡充，強化に対す  

る社会的要請は極めて大きいとしている。また，当面実施すべき研究分野として，環境汚染が人の  

健康に及ぼす影響の研究，生物環境に関する研究，瑠虜汚染現象についての研究．環境汚染に関す  

る監視測定技術の研究および環境に関連する多くの知見を活用した総合解析研究等が必要であると  

している。更に，公皆の防止に関する研究は社会に密着した研究であり，その研究課題は其の社会  

のニーズに対応した目的指向型の研究が中心となるペきである，ともしている。   

1．3 研究体制，組織等   

本研究所の研究体制，組織等の全体計画は国立公害研究所設立準備委員会報告番に基づいて基本  

構想が進められている。従来，環境科学に関する研究は厚生省，通商産業省，建設省等の既存の国  

立試験研究機関をはじめ，国公私立の大学等においてそれぞれの専門分野に応じて，個別的あるい  

は部分的に実施されており，それなりの成果をあげているが，研述したように環境汚染問題の其の  
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解決にはマルティディシプ■けリーな分野を対象とし．それらの有機的な連携による総合研究が必  

要な場合が多く，それらの研究が円滑に実施できる研究体臥 組織を持つ必要がある。本研究所で  

はこれらを十分考慮した組織を採用している。すなわち，管理部門に所長，副所長を補佐するスタ  

ッフとして複数の研究企画官制度を持ち，研究計画等を進めているが，客員研究員等を含めたプロ  

ジェクト研究等の研究調整をも行うこととしている。   

研究部門には自然科学のみならず社会，経済学守の分野の研究者も含めた総合的な研究を実施す  

るための総合解析部門を設けているが，当部門では研究グループ制を採用し，プロジェクト研究の  

中心的役割をも果たすこととしている。その他の研究部門として，環境を適正に評価するために不  

可欠の汚染物賀の計測，評価技術等を研究する計測技術部門，大気汚染，水質汚濁等の環境現象を  

解析する環境現象部門，環境汚染の人体，動植物への影詳およぴエコシステム等を研究する環境保  

健および生物環境部門，多分軌 多種類にわたるほう大な環境に関する資料の収集，処理およぴそ  

れらの研究を行う環境情報部門がある。，   

更に，各研究施設等の運営，管理を行う研究補助部門から構成されている。   

1．4 研究本館および大型研究施設   

環境汚染の研究は既に述べたように多くの異なった専門分野の研究者が協力して研究を推進する  

必要があるが，それぞれの分野の研究者が自由に討論し，意思の疎通を十分に図れるよう留意する  

ことが必要であり，研究本館の内部構造はそのように配慮されている。研究本館は昭和馳年度現在  

計測技術部門，環境情報部門の研究室，実験室を主とした研究第1椀だけであるが，昭和52年度当  

初に完成予定で現在工事を進めている生物，医学系部門の研究室，実験室から構成される研究第2  

棟および環境現象部門，総合解析部門の研究室等が予定されている研究第3棟はそれぞれ隣接し，  

内部廊下で連絡可能として敷地の中央部に記憶される。特定分野の研究施設はそこから分岐して周  

辺部に建設される。研究第1棟の図書室は各階から自由に出入りが可能であり，研究者が自由に意  

見の交換，懇談等が行えるよう配慮されている。これら建築物の配置等，研究所の全体設計は東京  

大学工学部教授大谷幸夫氏にお願いしている。多分野，多種に及ぶ環境研究のすべてを一研究機  

関だけで行うことは困難であり，効果的でもない。したがって，本研究所ではこれら多岐にわたる  

研究のうち，特に重要と考えられ，緊急性の高い研究課題について，他の研究楓斯こは求められな  

い高性能の大型研究施設を建設して研究の成果をあげるよう計画している。既に，生物環境部門の  

研究施設として低濃度長期ガス暴露用のファイトトロンを完成させたが，昭和51牛皮完成の予定で  

現私 動物実験用環境調節施設（ズートロン），水生生物実験施設（アクアトロン）の建設を進め  
ている。これらの研究施設によって，大気中および永中での汚染物質の動植物，水生生物への影野  

実験が行われ，環境基準の北礎となる欄倍等が解明される。また，環境現象部門の研究施設とし  
て．昭和51年既読戌の千走で光化学スモッグチャンパー施設および水質．水理実験施設の建設を開  

始している。また．昭和52勺二度完成の予定で大気拡散風洞施設も昭和51年3月に発注した。これら  

の施．役によって大気「いあるいは水中の汚染物鷺の拡散 消滅等の挙動，発生機構肇の解明が期待さ  

れている。   

1．5 その他研究所の運営等   

本研究所の運営に関する重要事項を審議するため，所長，昆り所長，主任研究企画官および部長等で  

構成する部長会議を昭和49年3月烈日に設置した。部長会議は鱈和娼年度1回，昭和49年度加回，  

昭和的年度18回開催した。研究の基本方針，研究目標等の設定に関して，所長の諮問機関として，  

関連研究分野に造詣の探い学識経験者から構成する評議委員会を昭和49年7月22日に設置した。   

また，所内における研究推進の円滑化に資するため，部長会議連営要領知て条によって委員会の  
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設置を規定しているが，瑠和49年10月8日図璽基の管理，運営方針の決定および購入図書，雑誌等  

の適正な選定を行うため環境相報部長寺尾浦を委員長とする図書委員会を設置した。また，本研究  

所から排出される気体，液体および固体靡実物を処理，処分するために設置している廃棄物処理施  

盲没の適正，円滑な運営を図るため昭和49年10月8日水質土壌環境部長合田健を委員長とする靡葉物  

処理委員会を設置した。更に，2研究部以上にまたがる研究者が共通に使用する電子願微鼠．ガス  

グロ質丑分析計等の大型共通機器の有効な利用を図るため計測技術部長不破敬一郎を委員長とする  

共通機器運営委月会を昭和勤牢1月出目に設置した。なお，図書委員会は年報等刊行物の発行に関  

する基本方針の決定および編集等も行うことと．して，昭和51年2月24日図書および編集委員会に改  

称した。   



2．調査研究業務  

昭和50年皮までは各研究部とも研究体別の整憫段階であり，逓礎的な経常研究の遂行にとどま  

り，特別研究，プロジェクト研究等は実施されていない。各部の経常研究概要は以下のとおりであ  

る。   

2．1総 合 解 析 部  

研究計画とそのねらい   

今日環境・公害問窟の解決のために緊急にして最も必要なのほ学際的アプローチであることほ多  

くの関係者が指摘するところであり，総合解析郡はそれを実施するための研究部として発足した。  

しかし具体的に学際的アプローチとは何か，環境の総合解析とはどのようなものかについて掘り下  

げた議論はみられないので，当部の業務の最初は，種々の角度からの討論によってその点に関する  

概念を明確にすることであった。これは直ちに答の出る問いではないため，継続してこの考案を進  

めつつ，一方で現実に当面する‾F記のごとき課題に取り組んだ。それら諸課題はいずれも環境の  

予測，計乱 管理のための基本理念に始まり解析手法に至る一連の研究過程の確立を目指すもの  

で，これについて工学，理学，社会学，経済学というあらゆる専門分野からの統一的なアプローチ  

を試みたものである。しかしなおこの程の総合的な研究は過去にもその成功例はなく，言葉でいう  

ほどは容易ではない。当部においてもまだ当面有機的なつながり立ったinterd卓sciplinaryな研究  

が実施されるに至るまでには態努作りに当分その努力の多くを払わねばならないと思われる。  

研究課語 環蟻システムの計画手法に関する研究  

研究担当者  明
広
 
子
 
 

紀
 
 

正
 
朱
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膝
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内
 
乙
 
桜
 
 〔研究期間〕 昭和軸年4月一（継統）  

〔目的〕 広域環境の保全のために必要な対比こ策は，  

i） 環境汚染の状況を観測する。  

ii） 得られたデ～タを基にモデルを作り，種々の状況のシミュレーションをする。  

最） 推定される汚染を効果的に抑えるための頗別方式を決定する。   

という三つの段階に大別される。そしてこれらに必要な手法の棒先が全段階を通じた統一的な  

．、工場からなされることが重要である。  

〔経過および成果〕 ここでほi）について広域のうり染状況を把握するための観測システムのあ   

り方について検訂し，モニグリングシステムというものの考え方を目的別にいくつかのタイ7‘  

に整理した。そして代ぷ的なLj杓むいくつかとって，それぞれの最適モニタリングネットワー  

ク決定手法を綬撰した。ii）についてほ大気，水系の汚濁シミュレーションモデルを整理し，  

実用的な手法を提案した。これに基づく汚染シミュレーションの結果に立って廃水の段通処理  

システムの計画例を示した。またiii）については総量規制の意味する本質を検討し，本来この  

規制がもつ問題点と意義を明らかにした。これは今日公苦行政の最大の課題の一つである総量  

戎別の進め方に何らかの示唆を与えることを期するものである。なおこれら3つの段階の手法  

が全体として斉合性を保った上で確立されることが必要である。ここでは栃木の新工業団地計  

画を具体例として，上記一連の手法の適用桃を検討した。  

〔今後の計画〕 この種計画手法は対象地域の特殊性や対象汚染質等に応じて修正が必要であり  

これら種々の場合の計画モデルを検討すると捌こ，その中から共通する基本理念を抽出する作  
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業を今後継続する。   

〔研究発表〕   

（印刷）   

（1）内藤（1975）：総丑規制と環境客立に関するシステム的考案．公層と対策，11（6）．   

（2）内藤（1975）ニ環境間翳とシステム工学．電気学会隠．95（11）   

（3）内藤（1976）：水質汚染現象のモデリングとシミュレーション．計測と制御，15（3）．  

研究課題 環境アセスメント手法の基礎的研究  

研究担当者 内 藤 正 明  

後 藤 典 弘  

巾 杉 修 身  

北 良 能 房  

森 田 恒 辛  
桜 非 突紀子   

〔研究期間〕 昭和幼年4月－（継続）   

〔目的〕 種々の開発計画・事業等の環境に著しい影響を及ぼす人間行為をあらかじめ総合的に  

予測評価しようとする環境アセスメントは，わが国において目下制度化の方向にある。しかし  

ながら．こうした人間行為から環境影響を経て評価に至るまでの一連の解析・予測・評価の手  

法については断片的な方法論が散見されるにとどまり，標準的な手法が掟示されるに至ってい  

ない。本研究では．こうした健全な標準的手法開発に資するための基礎的知見の整理■総合化  

を図り，あわせて制度化に陳し実用になる一連の手法を揆示しようとするものである。   

〔経過および成果〕 以下の基礎的研究項目を実施した。①アセスメント総合フレームワークの  

作成：各種手法の開発および適用を効果的に行うため，まずアセスメント全体のフレームワー   

クの素案を作成，提示した。また各段階で用いられるべき手法を分類した。②各種アセスメン   

ト指標の探索：指掛こは，評価対象行為を分割した指標，物理化学的指標，生物学的指標およ  

び人間が評価の基準とする効用指標などがあり，これらを段階的に表示し，また単一指標に集  

約する際にほ多くの利害関連主体間で合意形成が必要なことを示した。㊥合意形成過程のあり  

方：環境アセスメントの一過掛こ合意形成が不可欠であることを示した。またその具体的技法  

として，コンピュータ支援のゲーミング・シミュレーシヲンの手法を探索した。④工業団地の  

フィールド調査および環境質変化予測：栃木択鬼怒川左岸の4工業団地について，地形および  

水系7ィ・－ルド調査を行った。更にこれら団地の建設計画に基づき，大礼 水質保全のための  

排出規制値を予測掟示した。また工場立地代替案について，大気，水質，廃棄物および騒音（自  

動車）変動の予測を行った。   

〔今後の計画〕 本研究は今後，フレー∠、ワークの設計，各提示手法のフィージビ リティ研究と  

総合化を中心に継続する計画である。また環境庁企画調整局の環境影響評価システム研究会の  

研究と連携をとりつつ実施する。   

〔研究発表〕  

（講演）   

（1）森田恒幸：環境影響総合評価について．JITA TAセミナー．（50．11）  

（印刷）   

（1）後藤典弘・内藤正明・森田恒革・吉川博也（1976）：第Ⅰ乱環境影替評価総合解析システ  

ムのフレームワーク．領域影響総合解析システムの設計に関する調査研究報告者（▲），  

昭和幼年度瑠境庁委托研究．  
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研究課昆 資ミ原の長期的管附こ閲する研究   

研究担当者  私
 
身
房
 
 

典
修
能
 
 

藤
杉
畠
 
 

後
車
 
 

〔封f究期間〕 昭札l畑年4月－（継続）   

〔目的〕 資酌ま人間生態系■11にとり入れられ循環する物質およびエネルギーであるため，人間   

環境既に及ぼす影欝ほ短期的にも長期的にも極めて甚大である。また資源採取，加工製品化   

流通消勲の各段階で廃棄物を発生あるいは廃棄物になるので，これを長期的かつ総合的に管理   

することは公’．須方止の面から今後ますます重要である。本研究でほ，廃棄物を再度資源に還元  

するリサイクリングに特に着目し，これにより資源管捌こどのようなインパクトが生ずるかを  

椚析評価するのを目的とする。   

〔経過および成果〕 以下の2項目について研究を実施した。①リサイクリンブによるインパク   

ト評価：項頂保全（公害の未然防止）と資源節約に同時効果を有する焼栗物のリサイクリング  

をとりあげ，その影静因子の拾い㌻出しを技術的，経済的，社会的側面に分けて実施した。特に  

上記の2つの効果をほとんど笥Ⅷ射こ有すると考えられる都市廃棄物からのリサイクリングに着  

巨】して，その最適技術プロセスシステムのあり方を検討した。また各資源（例えばパルプ）に  

ついてそのリサイクル比を解析決定することの重要性を指摘した。更にリサイクル（再生）  

資掛こついて，処女資源との対此で，汚染野党生畳，エネルギー節減丑の推定倍を此佼した。㊥   

長期的管卿こ必要な経済的方策の検討：多くの天然資源は長期的にみると枯渇が予想される。  

有限宜の資源を想定し，これを汲み出す場合（環境汚染を伴うことが多い）の経済的規制方式  

を検討し，その一方法として公一．1捕ほたは環境税の基本概念を明らかにした。また，リサイク   

リング〈寺による資源消乾の綬和に対する経済的助成方式のあり方および決め方を検訂した。   

〔今後の計画〕 来年度拙降は．．仁王ぎ己の2研究項目を個別の研究課簡として継校実施する。   

〔研究発表〕  

（印刷）   

（1）後藤典弘（1975）：リサイクリングの現状と展望．育と線，4（8），41【54．   

（2）後藤ガ柏、・中杉修身（1976）：資渾化及び減呈化に関する自習（米国）．都市と焼梨物，  

6（3），21－27．   

（3）後藤典弘（1975）：資源化技摘とシステム例．月刊廃棄物，No．3，101－105．   

2．2 計 測 技 術 部   

研究計画とそのねらい   

本研究部は人間をとりかこむ環境の状鮭を正確に把捉する立場から，大気・水・生体巾の稲城汚  

染物質の測定技術をはじめとして，環境を適正評価するための計測方法を研究すると共に，計測方  

洩の統一化と自動化等計測技術の改良・開発を行うことを目的としている。   

本研究部は研究所発足と同時に設置され，当初は大気計測・水質計測の2研究室より成り，即年  

度後半から，（上体化学計測研究室が加わったが，49年度は人員，実験室，機器設備等充足整備の段  

階で，研究開始のための準備につとめた。経常的に研究を開始したのは幼年度に入ってからであ  

る。   
研究室構成は大気，水質【，生体と対象別であるが，人員が少ないこと，取り扱う手法，機器等の  

関連から研究室にこだわらず当初の研究テーマとして，主として無機物を取り扱うものと，有機物  

を取り祝うものとを取り上げ，大きく2つのグループにわかれる。   

前者の“多元兼用自動分光分析システムの研究’’は環境汚染現象の解析のためには，多くの関連  
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要素を同時に測定することが必要であり，従来の汚染物質の測定は少数の対象元素に限られている  

が，そのた桝こ，多数の試料について，各観の成分元素を同時に，自動的に分析するシステムを開  

発することを目指すものである。笥一段階として，原子吸光分析装置を利用し，連続光源を用いて  

短時間に多くの元素の吸収波長域にわたって，測億光の波長を変えて多元兼を測定する方式を取り  

上げた。装層の各部に改良を加えることにより，感度の上昇を図り，木方式の実用化の可能性につ  

いて基礎的データを得た。また分子吸収の測定による非金属元素の分析法の可能性についても検討  

を行った。   

後者の“水中有機成分の系統的分析法に関する研究》は，天然れ 汚染水中に存在する櫻雑多岐  

にわたる有機化食物を系統的に分析整理する方法の確立を目標とするもので，これにより，水中有  

機化合物の全体的な組成の特性を知ると共に個々有機成分の位健付けが可能になる。   

到年度は系統的分離の手法として，高速液体クロマトブラフによる方法と各種有機溶媒による抽  

出分離法につき，それぞれ基礎的条件についてのデータを得ると共に，GC－MSを用いて若干の有  

機化食物の同定を行った。   

各研究課題における本年度の主な研究内容は次のとおりである。  

研究課題 多元兼用自動分光分析システムの研究  

研究担当者  郎
也
農
作
紀
 
子
 
 
 

敬
音
紘
研
直
祐
 
 

破
部
 
口
 
本
 
田
 
本
 
 

不
 
安
 
原
岡
 
古
 
根
 
 

〔研究期間〕 昭和49年4月－（継椀）  

〔目的〕広範な種腰の環境試料の測定にあたり，多数の試料について，各種の成分元素を，同  

時にしかも人為的訳差をできるだけ小さく，正確に自動的に分析する分光分析システムを開発  

する。  

〔経過および成果〕  

刷 蝶子吸光分析法による各粗無機元素の測必こおいて，各元素の吸収波長域を短時間に掃引   

することにより，多種類の元素について同時に，自動的に定性定宝分析を行えるようにす   

る。このために，既製の原子吸光分析装置の光源部および検出部に改良を加えて感度を上げ   

ることを行い，これによりZn，Cd等12元素の10ppm水溶掛こついて同時に測定することが   

可能になり，多元素同時分析法の実用化のための基礎データを得た。  

B）原子吸光法による筑金属渕頒の際のバックグラウンド吸収の原因を解明するため各種アル   

カリ金鳳 アルカリ土類のハロゲン化物を含む水溶液のフレーム吸収スペクトルを渕晃解析   

し，その原因が分子吸収によるものであることを明らかにした。更に，・この分子吸収を利用   

してS，P，N，F等の非金属元素の定量を行う可能性について検討せ行った。  

（C）植物試料の前処理方法について検討を行うと共に，重金属蓄積植物リョウプ，ヘビノネゴ   

ザ等を東京小石川植物園および足尾銅山付近より採取し．各種重金属成分濃度の測定比較を   

行い，リヲウブ中には通常植物の約100倍のCoが含まれ，Zn，Mn，Cd等も多いことが明ら   

かになった。  

〔今後の計画〕 現存の装置の分光部およびフレーム部分についても改良を加えて更に感度を上  

げると共に，原子螢光法，発光分光法による方式を計画中である。またミニコンビご－タとの  

按紗こよるデータ処理方式の開発を進める必要がある。  
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〔研究発表〕   

（講 演）   

（1）Fuwa．K．and tl．Ilaraguchi：Molecular flame absorption spectroscopy andits  

application toanaIytjcalchemistry．アメリカ化学会年会．（弧㊥   

（2）古田・原口・不破：フレーム発光および吸収スペクトルの研究－アルカリ金属塩，アルカ  

リ士顛金属塩．日本分析化学会．（弧10）   

（3）古田・炉ロ・不破：フレーム発光・吸収スペクトルの研究一躍気テープを用いるデータ処  

埋．応用スペクトロメトリー討論会．（弧10）   

／塵）7三佃・原口・不破：フレーム発光及び吸収スペクトルの研究－アルカリハライドの光解離  

過程．日本分析化学会．（51．5）  

（11J刷）   

（1）Fuwa，K．and rI．11araguchi（1975）：Profi）es of the distrit）ution of atornsin  

the nitrous oxide－aCetyLene fIame．BuIl．Chem，Soc．Jap．，48，857－862．   

（2）1、破・l㍍口（1975）：炎吸収スペクトル用2フレーム自記分光光度計におけるバックグラ  

ウンド補正．分析化学，24，392－393．   

（3）ノ【l【ll■ほ■不破（1975）：磁気テープデータ処理システムを用いる炎吸収スペクトルの  

測定．分析化学，24，733－735．   

（4）Haraguchi，H．and K．Fuwa（1976）：Determinationof phosphorus bymolecular  

absorption fIame spectrometry using the phosphorus monoxide band．Anal．  

Chem．，48，7鋸一786．   

（5）Furuta，N．，Y．Nernoto，H．Haraguchiand K．Fuwa（1976）：Photodissocia－  

tion of sodium halidesin the air－aCetylene flame as studied by molecular  
absorption flame spectroscopy．Chem．Letters，539→542．  

研究課題 水小有機成分の系統的分析法に関する研究  

研究担当者  亜
∵
博
夫
一
 
 
 

敏
昭
研
 
 

槻
井
 
原
竹
 
 

大
勝
安
佐
 
 〔研究期間〕 昭和50年4月一（継枕）  

〔目的〕 稲城水中の有機成分を系統的に分別して測定する方法を開発することである。本年度  

は（a）高速液体クロマトグラフを用いての吸着・脱着法，（b）有機溶媒抽出－GC－MS法および  

回GC－QMSによる揮発性成分の直接測晃法の予備的な検討を行った。  

〔経過および成果〕（a）高速液体クロマトブラフを用いて，水中の有税成分．特に低極性成分  

および無極性成分を，オクタデシルトリグロロシンをガラスビーズの表面に化学結合した吸着  

剤に吸着させ，水とメチルアルコールのブラジェント方式による】督出を検討した。その結果，  

7タル酷エステル類のうちエステル基の炭素数が4コ以上のものはブラジュント条件を選定す  

ることにより完全に分離されて溶出してくることを見いだした。従来の方法は有機溶媒による  

抽出および抽出溶媒の濃縮，ガスクロマトグラフによる検出という複雑な操作を必要とする  

が，本方法を応用することにより簡便な測定法が可能である。環境水に応用する前段階として  

基礎的条件の検討せ行った。  

㈲ 各槌有機溶媒による水中有機成分の抽出を行い．溶媒による抽出成分の差異をガスクロマ  

トグラフで調べ，物節の同定をガスクロマトブラフ一貫塁分析計（GC－MS）で試みた。その  
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結果，溶媒の極性だけによる有機成分の分別抽出は大きな困難があることが判明した。   

（C）ガスクロマトグラフー四重極質量分析計を導入し，装置のチェックを兼れ 土木工単によ   

る地下水汚染物質として知られているアクリルアミドの直接分析法として，マスフラグメソト   

グラフィーを検討し，アクリルアミドの検出限界として0．1ppmが得られた。   

2．3 大 気 環 境 部   

研究計画とそのねらい   

本研究部は大気汚染現象を解明するために，  

（1）大気中の汚染物質（三ヒとして，が0Ⅹ，SOx，オキシダント，エアロゾル）の分布ならびに移  

流拡散  
（2）大筒中の化学反応によって生じる光化学スモッグのような2次汚染物質の生成機構  

を研究することを当面の研究目標にしている。   

そのために，大型研究設備として，光化学スモッグチャンバー，環境用大型風洞の建設を計画  

し，共に本年度末までに設計を完了して発注した。これまでの光化学スモッグチャンバーではチャ  

ンパー璧の汚れのために正確な測定結果が得られず，その改良が問題になっていたので，本装置で  

はチャンバー壁のコーテング方法を十分に検討し，チャンバーを加熱排気できるように，また長光  

路フーリエ変換赤外分光器などの精密な分析装置を取り付けるように設計した。環境用大型風洞は  

低風速中の汚染物質の拡散実験，温度成層中の拡散実験の諸条件を特に考慮して設計した。   

大気物理研究室では大気中の汚染物質の立体分布を遠隔測定するために，レーザーレーダーの設  

計製作を開始した。   

大気化学研究室では光化学スモッグの生成機椅を解明するために，小型スモッグチャンバー中に  

生成した汚染物質の分析．同私 光イオン化質量分析計などによる光化学スモッグ生成に関与する  

素反応の研究などを行った。   

大気環境計画研究室では環境用大型風洞の設計を行った。   

各研究課題の詳細な研究内容は次のとおりである。  

研究課題 大気汚染測定用レーザーレーダーシステムの検討および予爛実験  

研究担当者 竹 内 延 夫   

〔研究期間〕 昭和弱年4月－（継続）   

〔目的〕大気汚染物質濃度の立体分布を広域的に短時間で測定・解析し，大気汚染の予測を行  

うために，それに適したレーザーレーダー（ライダー）システムを設計建設することを目標に  

している。そのために，必要とされる仕様・性能を調査・検討し，予備実験の装置を準備する。   

〔経過〕大気汚染測定用のレーザーレーダーとして耽に実動している三重県公害センター（四  

日市恥村田元秀所長）に，夏季の光化学スモッグ・シーズンの1週間滞在しレて－ザーレーダ  

ーの測定を分担した。垂直上方のエアロゾル丑を測定し，監視測定局からのテレメトリー・デー  

タや低層ゾンデによる上空温度のデータと比放した。これらの結果や，他施設のレーザーレーダ  

ーの性能の此敢に基づいて，当研究所に予定するレーザーレーダーの仕様の目標値を決定した。  

レーザーレーダーの設計製作には次のデータが必要である。  

（i） 設計された性能を得るた桝こ必要な製作精度  

（ii） 大気中での汚染物質の時間的変動がデータの精度に与える影響  

（iii） コンピュータによるデータの処理・表示に最適な方式  

そのための予備実験として，受光望遠鏡システムを設計製作し，受信信号のディジタル化装置  

の設計を行った。  
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〔成果〕  

（1）三重県公害センターでの観測   

7月：旭日から8月2日までの1週間，四日市市の三重県公舎センターのレーザーレーダーで，   

垂直上方のエアロゾル量を1時間ごとに測定した。レーザー光パルスのエア．ロゾルからの反射   

侶号はオシロスコープ上に表示され，写真に振られて，各高度での値が読み取られて距離二乗   
補正が行われた。測定期間の1週間，快晴が続いたが，オキシダントは最後になってようやく   

沓報水準に近づいたので，8月1，2日の両日のデータの解析を行った。両日ともエアロゾル   

は早朝，高度5（氾刑位に濃度逆転層を示し，午前7時ごろより次第に逆転層が解消され，夕暮時   

にはエアロゾル量が減少する傾向があった。8月1日まではオキシダント値も低かったが，エ   

アロゾル曳も少ない。8月2日は高度紛0椚以上の上杢にもエアロゾルが多量に存在し，地上   

オキシダント債も14時ごろに上昇している。地上オキシダントー侶が高くなる場合には，上空の   

エアロゾル盈は，数時間前にピークが現れることがわかった。この傾向は，それまでも定性的   

に観測されており，風向，風速，気温，日照なども考慮すれば，オキシダント出現を数時間前   

に予測できるものと思われる。   

三重県公害センターのレーザーレーダーは非馴こ操作しやすく設計されているが，レーザー発   

射方向制御の精度や，光学系の収差などにまだ改良の余地があるように思われた。  

（2）予備実験装置の製作   

将来，当研究所に備えるレーザーレーダーシステムを（i）野外計測に実用化できる，（ii）   

データを自劫処理し，パターンとして表示できる，という観点から検討を行い，予備実験を行   

うために第1表の仕様のレーザーレ仙ダー受光望遠鏡を設計，製作し，3牌ベランダに設置し   

た。製作の際に，その大きさでの最高の鮎能が得られるように，機械的精度，光学的精度に注   
慈した。データ処理はトランジュン トレコーダーを聯入し，オンラインまたほオフラインで   

コンピュータと結合し，演算処理を行うように設計した。  

〔今後の計画〕 51年皮は，室内実験用の窒素レーザーを光源としてレーザーレーダーの実験を   
行う。3階ベランダより野外のエアロゾル分布を測定し，コンピュータで処理して，距離一高   

さ表示（RHI）や平面表示（PPl）などを行う。  

〔研究発表〕   

（講演）  

（1）竹内矩犬・安岡啓又：国立公害研究所におけるレーザ・レーダ．第3I引レーザ・レーダ・  

．シンポジウム，東京．（51．1）   

律【1刷）  

（1）寺尾荊・竹内杜夫（1976）：環境汚染計測－レーザー技絢の利用．計測と制御，15，151－156．   

男1蓑 レーザーレーダー望遠鏡仕様  
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研究棟昆 レーザーレーダーの基礎研究  

研究担当者 竹 内 延 夫   

〔研究期間〕 昭和馳牢4日－（継続）  

〔目的〕 大気汚染物質の濃度立体分布を個々の物質について測定するには，汚染物質と光の相   

互作用を用いる。これらには共鳴ラマン，共鳴蛍光，共鳴吸収散乱などの相互作用を用いるレ   

ーザーレーダー（ライダー）が有望視されている。このためには波長可変で，高出力で，スペ   

クトル憎が狭く，安定なノりレス・レーザーが要求される。このようなレーザー光源を製作し，  

レーザーレーダーの入力信号の解析に必要な大気圧下での吸収・散乱断面積などの基礎データ  

を得て，’波長可変レーザーレーダーを実用化することを目的とする。  

〔経過および成果つ 可視から近紫外波長域には，NO2，SO2，03，ホルムアルデヒドのほか，  

ベンゼンなどの若干の炭化水素の共鳴が存在する。この領域で使用できる波長可変なレーザー   

光源としては，色素レーザーおよびその第2高調波がある。パルス幅が狭い色素レーザー光を   

得るには窒素レーザーによって勤起する方法が簡単である。この目的で窒素レーザーを製作  

し，出力500KW，パルス幅7ns，繰返し100ppsの性能を出すことができた。このレーザーを励   

起光源としてローダミン6Gのアルコール．溶液を用いて570～610nmの波長領域でスペクトル  

幅2Aの波長可変レーザー光を得た。   
〔今後の計画〕 色素レーザーのスペクトル幅を約10‾3nmまで狭くし，それを光源として，大  

気圧下での汚染気体の吸収，螢光スペクトルや量子収率を測定したり，長光路吸収測定の野外  

実験を行うなど，レーザーレーダーの基礎として必要なデータを得る。   

〔研究発表〕  

（印刷）   

（1）守屋榊・竹内延犬（1976）：環境汚染計測一レーザ技補の利用．計測と制竜机15，151－156・  

研究陳題 スモッグチャンパーデ∵タ処埋方法の研究  

肇
明
地
元
 
 
 

伸
幹
 
 

元
 
田
野
 
上
 
 

秋
鷲
星
井
 
 

研究担当者  

〔研究期間〕 昭和50年4月一昭和51年3月  

〔目的〕大気環境部に設置予定の大型スモッグチャン′トの建設と並行してチャンバー内生成  

物の分析データの処理方法についてあらかじめ検討し，チャン／く一完成時の実験遂行の効率化  

を図る。  

〔概要〕大型スモッグチャンバーを用いた光化学反応実験ではガスクロマトブラフー質量分析  

計による有機化合物の同定，ガスクロマトグラフによる反応生成物の定畳．窒素酸化物測定葉  

隠 オゾン測定装置などによる濃度測定がルーチンワーク的になされることが予想されるの  

で，それぞれのデータの弟横方法，データ処理方法について検討を行った。  

〔経過〕（i）ガスクロマトブラフ質量分析計については現在運転中の小型ガラスチャンバ‾に   

ょる光化学反応生成物を共通機器ガスマスを用いて分析し，そのデータ処理方法について検討   

した。  

（ii） ガスグロマトグラフによる反応生成物の定盤を自動化するための方法を検討した。ガ   

スクロマトブラフによる定量は，スモッグチャンバーからの一定量の試料のサンプリング，試  

料の低塩濃鱒．濃縮厨料のガスクロ導入，昇温プログラム，記録計のスタート・インテプレ■   

グーによるデータ瑛研などの一連の操作より成っているのでこれらそれぞれの操作を自動化す  
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る装僅について設計した。  

（iii） 窒素酷化物測定装置，オゾン測定基礎などからのデータは連続または半連続的に得ら  

れるので，これらのデータを交互にとり込み，紙テープにおとすためのデータロガーについて  

検討した。  

〔今後の計画〕  

本研究の検討結果をもとに自動化ガスグロマトグラフ，データロガーの具体的設計を行い大型  

モッブチャンパーによる研究に間に合うよう裂イ乍を行う。  

研究課題 ガラスチャンパーによる光化学スモッグ生成機構の研究  

研究担当者  肇
明
雄
元
 
 
 

伸
幹
 
 

元
 
田
野
上
 
 

秋
鷲
∵
星
二
井
 
 

〔研究期間〕 昭和印牢4月一昭和51年3月  

〔目的〕 我が国における光化学大気汚染現象の特色を明らかにするため，捌こ芳香族炭化水素  

一NOx系の光化学反応における生成物の同定を行い，定量的データを得る。  

〔概要〕光化学スモッグ中の二次汚染物質としては従来オゾン，アルデヒド，パーオキシアシル  

ナイトレート（PAN類）などの存在が報告されてきたが，汚染大気中に含まれている数多く  

の個々の炭化水素に特有な懐化生成物に関しては，ほとんど研究がなされていない。本研究に  

おいては，我が国の汚染大気中に此佼的高濃度に含まれている芳香族炭化ネ素（アルキルベン  

ゼン類）のうち，掛こトルエンについて，トルエンーNOx十－02／N2系の光酸化反応について  

研究し，その反応生成物の同定および生成機構の研究を行った。  

〔経過および成果〕（i） 本研究に使用するための小型スモッグチャンバーの製作を行った。  

スモッグチャンパー本体はパイレックスガラス製，内径240m，長さ1駈Om，内容積67ゼの円筒  

型で1×10‾6torr以下に高真空排気可能である。円筒の両端は金属製フランジ（内面テフロン  

被膜）を介して厚さ20加のパイレックス窓板がシールされており，一方の窓を通して光を照射  

する。光源としては紬OWの高圧キセノンアークランプを用い，楕円琉および放物面鏡を用いて  

光来径2（氾加の平行光東を得た。排気系としてはイオンポンプ，ゲッターボンプおよぴソープシ   

ヲンポンプより成るオイルフリーのものを用いた。  

反応気体のサンプリングは内径2mのガラス管を通じて∴適時一定丑（000∝）を取り出し，低  

温濃縮を行った後ガスクロマトグラフに直接導入し，生成物の定量を行った。反応生成物の同  

走にはガスクロマトグラフ界盈分析計を使用した。  

（ii） 実験はトルエン（34ppm）－NO2（50～310ppm）rN2（1気圧）およぴトルエン（34pp  

m）pNO2（11～207ppm）叫02／N2（1気圧）の実験屯田で行った。02が存在しない前者の  

系における反応生成物は0－クレゾール（他の異性体は0－クレゾールの数パーセント以下），  

α－ニトロトルエンおよびm－ニトロトルエンであり，それらの生成比はNO2帥ppmのとき1．0：  

0．081：0．039，NO2180ppmのとき1．0：0．14：0．029であった。一方02が存在するときにはベ  

ンズアルデヒドの生成がみられ，その他0－クレゾール，硝酸ベンジル，m－ニトロトルエン，  

ニトロクレゾール（主として6－ニトロー0一クレゾールおよぴ2一ニトローp－クレゾ、ル）の生成  

が確認された。α－ニトロトルエンは全く生成しなかった。トルエンーNO2一室気系における生成  

比はクレゾール＋ニトロクレゾールの生成丑を1．0としたときベンズアルデヒド，硝酸ベンジ  

ル．m一ニトロトルエンがNO2勤ppmでは0．17ニ0．鋸4：0．056，NO2180ppmでは0．18：0．057  

：0．025であった。  
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く揖） 本実験の条件下では主反応はNO2の光分解で生成した醒素原子とトルエンの反応と考  

えられ，反応生成物のNOク，02に対する濃度依存性からNOx存在下における幣栗原子－トルエ  

ンの反応機摘として次のようなスキームが求められた。  
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なおm－ニトロトルエンは次の様なOHラジカルの反応によって生成するものと考えられる。   

Ctll．●  

還十OH 
く両  

く呂H→軋                      cHさ  

〔今後の計画〕 今後実際の大気中濃度の反応として重要なOHラジカルとトルエンその他の炭   

化水素の反応における生成物の分析，反応機構の研究を行う。   

〔研究発表〕   

（講演）   

（1）秋元・井上・奥田・星野・架田：パイレックス裂スモッグチャンパーによるトルエン／  

NO2／杢気系での光醒化反応．光化学討給金，東乱（帥．11）   

（2）AkimQtO，tL，M．Ⅵosbino，軋Inoue，M．Ok11daandN．Wasbida：NO2Catalyzed  

photo－0Ⅹidation of toluenein gas phase．Cata］ytic NOx Reactions 日米セミ  

ナー，裾野．（勤．11）   

回 井上・奥田・星野・鷲田・秋元：トルエン／NO2／空男系でのトルエンの光酸化反応機構．  

日本化学会第封春季年会，平塚．（51．4）  

研究梓趨 光化学大気汚鄭こ関与する兼反応の研究  

研究担当者  撃
明
雄
元
 
 
 

仲
幹
 
 

元
 
田
野
 
上
 
 

秋
鷲
星
井
 
 【研究期間〕 昭和帥年4月－（継椀）  
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柑的〕汚架大気中に薇慮成分として含まれ，大気化学反応に主要な役割を果たしている遊離基  

の性贋を調べ，その反応速度定数をiE確に測定して，光化学大気汚染の反応機構を解明する。  

〔概要〕 光化学大気汚染現象を解明し，その反応シミュレーションを確立するためには大気中  

で重輩と思、われる数多くの化学反応の素反応速度定数を決定しなければならない。しかし一般  

に異なった研究者によって異なった実験方法で得られた反応速度定数は一致しない場合が多   

く，より正確な方法による測定が要求されている。本研究においては光イオン化質塵分析計に  

よる方法，共鳴螢光法の2つの独立な実験手段による素反応速度定数の測定を目標とし，本年  

度は主としてそれぞれの実験装間の設計，製作を行った。  

〔経過〕  

（i） 光イオン化質量分析計  

光イオン化質宜分析計とは通常の質量分析計においては試料のイオン化を電子衝撃で行うのに  

対して，真空紫外部（波長2000A以下）の光でイオン化を行う質量分析計のことである。本研  
究に用いられる光イオン化質量分析計として次のような仕様のものを設計した。質量分析計本  

体ほ質量範囲1～3α）AMU，分解能M＼OM＝2M（半値巾）のUTI社製四重庫形質畳分析  

計を使用し．7F販品に付属している電子衝撃用イオン源を取りはずし，光イオン化用に改造し  

た。光イオン化用光源としてはマイクロ波無電極放電によるキセノンランプ（サファイア窓，  

1470A：8．44eV），クリプトンランプ（CaF2窓，1236A：10．OeV），アルゴンランプ（LiF窓，  

1065，1048A：11．8，11．飴V）などを用いることとし，それぞれの製作を行った。またイオンの  

検出には通常の電子増倍管の代れりにシンチレーション方式のものを設計した。この方式は四  

重極を通過してきたイオンを，約－20KVの高電圧ターゲットに引き込んで衝突させることに  

よってターゲット金属表面から二次竃子を放出させ，これをシンチレータ一によって更に光に  

変換して光電子増倍管で倍号を検出するものである。この方式は光イオン化の場合，光源の光  

によるバックグラウンド雑音を受けないこと，イオン1個当たりの信号パルスが大きく容易に  

熱雑音と分離できることのにめS／N比が向上する。これらのとりまとめおよび真空排気装置  

の製作は日本真空技術（株）が行った。  

反応気体の調製，導入のための賽空排気系および反応速度測定用の気体流通ラインを製作し，  

装置全体の調整，感度測定を行った。得られた感度はNOに対しイオン化室内の圧力5×10‾12  

torrのとき出力1カウント／秒（雑音2カウント／秒程度）であった。このことはイオン化室  

内で1×10ち個のNO粒子をS／N比3で検出可能なことを意味している。出力信号はマルチチ   

ャンネルアナライザーに記憶させた後，テレタイプ，紙テー70に出力させ，当研究所の大型計  

算機でデータ処理を行った。   

この装置を用いて簡素原子とトルエンの反応速度定数測定の予備実験を行った。  

（ii） 共鳴螢光測定装設  

OHラジカルと各種の有機化合物との反応速度蒐数を測定するための装置として共鳴螢光測定  

装置を設計した。この装鐙はH20分子の閃光光分解によってOHラジカルを生成させ▲ これ  

にマイクロ波放電によるH20ランプからのOH（2∑－2汀）遷移による3∞OAの光を照射し  

て得られる共鳴螢光を光電子増倍管で検出するものである。出力信号はマルチチャンネルアナ   

ライザーに蓄え，その時間減衰曲線より反応速度を求める。  

本年度は閃光光分解電源の製作，反応セルの製作および試料導入用の真空配管装i詮の製作を行  

・．、た。  

〔今後の計画〕  

（i） 光イオン化質丑分析計  

酸素原子とトルエン，シクロヘキサン，シクロペンタン等の反応速度晃教の測定，こ■れらの反  
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応において中間体として生成するラジ‘ヵルの直接検払 それらラジカルと酸素原子の反応速眉   

定数の測定などを行う。   

（ii） 共鳴螢光装医  

共鳴螢光装置をシステムとして完成し，虹応速度既知の反応を利用してシステムのチェック，   

調整を行った後，OHラジカルとトルエンなどの反応速度定数の測定を行う。  

研究課題 光化学スモッグ生成に対する太陽光の効果  

研究担当者 井 上  

〔研究期間〕 溜和知年4月一（継続）   

〔目的〕 大気汚染物質のうちで太陽光によって光分解を起こす可能性のある物質についてその   

光分解初期過程を研究し，光化学スモッグ生成に対する影響を解明する。  

〔概要〕 光分解の初期過程を後続反応から分離して糟酎こ調べるためには，光分解される物質   

を低圧の分子線にして強いレーザー光を照射し，光分解生成物を直接質量分析計で測定するこ   

とが必要となる。本研究では本年度はそのような目的に合致した新しい質景分析計の設計製作  

を行った。  

〔経過〕 本研究に用いられる質屋分析計としては日本其空技術社製の四重模型質量分析計MS   

Q－500を使用し，イオン検出部は電子増倍管の他にシンチレーション方式による検出も可能な  

仕様とした。  

光分解される気体はキャピラリーアレイを通して分子線掛こ四梅子電穂に垂直に反応室に入   

射し，レーザー光はこれらに垂直に入射して反応室内で光分解を起こさせる。光分解生成物は   

反応窒より質畳分析計のイオン化窒に到遷し，ここでイオン化されて質量分析計によって分析  

される。質量分析計の排気系としてはイオンポンプ，ゲッターボンプ．ソープションポンプを   

用い，掛こ反応塞の周囲，四重橿の周囲には液体窒素のジャケットを設けて，分子線入射時に  

も十分高真空を保つ構造のものを設計した。   

これらの仕様に基づく光化学反応測定装阻ま日本真空技術（株）によって製作，納入された。  

〔今後の計画〕 上記光化学反応測定装眉の真空度試験．質丑分析計の調整を行う。一方光分解   

用の光源として窒素レーザー励起の波長可変レーザーを試作し，アルデヒド類の光分解初期過  

程を研究する。  

研究課題 大気環境美験用風洞の設計  

研究担当者 小 川  靖   
【研究期間〕 口召和弘牛8月一日召和51年3月   

〔目的〕 大型大気環境実験施設として大気環境実験風洞を設計する。   

〔経過および成果〕 従火の大気環境実験用の風洞ほ，主として機械的な乱れが拡散現象に及ぼ   

す影軌このみ着目し，熱的な乱れの影響にはあまり考慮をしていなかった。しかし大気の安定  

度や海陸風，山谷風などの大気拡散現象に及ぼす影響を無視するわけにはいかない。従って今  

回，新たな風洞を設計するにあたり，大気拡散に及ぼす熱的な影野をシミュレートできる風洞  

を心がけた。そのためニューヨーク大学，米国環境庁，コロラド州立大学等の海外の風洞，ま  

た，国内の公賓資源研究所，電力中央研究所，お茶の水女子大学，東京大学手箱航空研究所等  

の清風洞を調査した。   

これらの風洞捏当者との討論の結果ならびに鱒来からの研究報告を参考にして，以下の風洞設  

計上の基本的な考え方を決めた。   

（a）測定部断面を極力大きくする。  
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（b）iillj東部天井の高さを可変にする。   

（C）風洞内気流温度，測定部床面温度および垂直笥流温度分布をそれぞれ独立してコントロr  

ルする。  

仙 風洞内気流速度，測定部床面粗度および垂直気流速度分布をそれぞれ独立してコントロー  

ルする。   

イel（C）および（dlの独立，または連動による広範囲な大気の状態のシミュレーション機構をもた  

せる。   

（f）コンピュータを有効に使った速度場，濃度場の測定と解析を行う。  

これらを基にして，測定部2桝×3〝‡X24研（高さ×帽×長さ）の垂直密閉回流式風洞を毅  

許した。この設計せ基に，お茶の水女子大学坂上治郎教授を賓貝長とする建設省委託の風洞  

図智者査委員会の審査，承認を得て，風洞を発注した。   

〔今後の計画〕 風洞の完成は昭和53年度初めの予定である。   

〔研究発表〕   

（講演）   

（1）Ogawa，Y．：Anewwind tunnelforthe simulationof atmosphericdiffusion，tlle  

69仁IIAnnualAir PollutionControlAssociation Meetingin Portland．（51）   

（2）小川輯・溝口次夫：大気環境実験用風洞について，土木学会環境問題小委員会講演．（51〉  

2、4 水質ニ土壌環境部  

研究計画とそのねらい   

塵水環境研究室における「陸水域における富栄養化機構の解明に関する研究」は，当研究室が最  

も重視している課題である。水域における富栄養化現象は，その制限栄薫物質と見られるN，P  

が，現行の下水処理のパターンでは十分な抑制が困難であり，結果として起こる藻類増殖が，1）  

水利用を阻害し，2）陸水域，特に湖沼やダム湖の寿命を縮め，3）篠類のため例えばCOD数値が上  

がり基準を達成できないこと，に注目し，富栄養化機構を解明すると共に効果的なその防止対策を  

検討する。また新たな観点から環境基準因子を見直そうとするものである。このためまず昭和別年  

度においては，藻類増殖の制限栄華物質とその水域での限界値を検討し，富党費化現象の評価指数  

としてクロロフィル㌢，AGP，Dl等について基礎的な検討を行った。この成果を基礎として次年度  

以降，ケーススタディとして霞ケ浦，多摩川等の陸水域における富栄費化機構の特質を明らかにす  

るほか，その制御方法，富栄養化レベル評価の実用因子の確立，環境基準との関連の明確化へと進  

む予定である。この経常研究は当分の問継続し，富栄費化防止に関する研究所全体規模での総合研  

究を行う基流としたい。   

「陸水域における重金属の生物濾棺に関する研究」では，対象を藻類，原生動物，細菌等に絞り  

それら微生物への重金属の濃縮，ならびにこれまであまり問題にされていない，Al等，生活系にな  

じみの多い金属の蓄積影蓉も研究する。これら金属類が微生物に摂取される段階で起こり得る増殖  

阻音や桔抗機構が当面の課題である。また下水汚泥が有機資材として農緑地に用いられる場合の必  

要情報として，処理汚泥への宝金風蓄積機儒も研究する方針である。   

土壌環境研究室における研究課題は，有機系物質を対象とするものと無機系物質を摂うものとに  

大別しているが，前者「有機成分の集積分解に関する研究（略称）」では，水代謝系においてどう  

しても剰余の存動こなる下水汚掘を，土壌一植物生感等に還元した時の汚泥中有機物質の挙動や，  

C，N等基本物質の比率や収支につきます調べる。昭和軸年度はその準備的研究にとどまるが次年  

度以降．本格的な研究に進む予定である。昭和52年中には土壌実験棟が完成する予定で，将来はそ  
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れと圃場等を用いて．農薬の投与，吸収，残留影響等を調べるため研究を継椀する。  

「土壌環境における無機成分の行動に関する研究（略称）」は，特に土壌中め重金属の存在形態  

に着目し．土壌有機物と重金属間の枯合状態を知ることを昭和帥年度の研究としてとりあげた。重  

金属のキレート生成定数の決定に多くの問題があるので，腐植醒，フルポ穀等に基づくアニオン濃  

度の正確な測定が必要であり，帥年度中はこれらの基健研究に集中したが，次牛皮以降，重金属  

のStatか3na】鰐jsを林立していくと共に，重金属の存在形態と植物への毒性発現との関連性も検討  

したい。一つの方向として，As，Pb等の土壌中での有槻化形態を探るため，GC－AA（ガスクロー  

原子吸光分析）法の開発を目指している。   

水質環境計画研究室は昭和渕年下半期に発足し，水瑠境中における微生物反応の動力学モデル化  

に関する研究等を行っているが，更に今後，流水中における物質移動を水質工学的，およぴシステ  

ム生態学的角度からとりあげ，現象とモデルの間の整合性の確立を目標にしている。  

研究課題 陸水域における富栄養化機植の解明に関する研究  

研究担当者  健
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 〔研究期間〕 昭和49年10月－（継続）  

〔目的〕 家庭下水，工場排水，かんがい排水などの流入によって湖沼，河川などの富栄華化が  

著しく進行している。富栄費化は水域の1次生産力が増大する現象であるから，その結果とし  

て多くの悪影響が認められるようになり水質ほ悪化の一途をたどる。本研究は，富栄養化進行  

の機構を明らかにすると共に，その防止対策について検討を加えることを目的とする。  

〔経過および成果〕 次に示した4点について研究を実施し，それぞれの成果を得た。①滞顆増  

蒐の制限栄老物質について。混合培養系の藻類を用いて藻類増殖に及ぼす窒素および燐濃度の  

影響について実験を行い，藻類の増殖が刺激される憐演皮は0．02叩／ゼ以下であること，窒素  

と燐の此が重要であること，培養条件によって藻類の増殖堂が異なること，原生動物の存否が  

藻類の増殖盈に影響を与えることなどを明らかにした。㊥富栄養化の生物学的評価方法につい  

て。古巣老化の評価指標として，藻類生産の潜在能力（AGP）および多様性指数（DI）を取り  

上げ，それぞれの測定法について検討を加え，実際の陸水域への適用を試みた。㊥藻類の分  

解について。霞ケ浦に増威した〟菖crp町5如の分解試験を行い，好気的条件下で知日以内にほ  

ぼ完全に分解することがわかった。④廃水処理における各単位操作の処理特性について。陸水  

域に負荷される原水中の窒素および囁などの除去に閲しで数租類の単位操作の処理特性につい  

て検討を加えた。  

〔今後の計画〕 富栄養化については，機構の解明と同時にその制御方法の確立が緊急を要する  

課題であるので，51年度以降は制御方法についても研究の進展を図る予定である。藻類増殖の  

別儀栄養物質に関する研究は，1～3m3のマイクロコズムを用いて実施し，更に詳細な検討   

を続ける予定である。またAGPおよぴDlについては，多くの水域に適用し，標準方法の確立   

を目指すつもりである。更に水質実験施設および廃棄物処理施設などを用いて，富栄養化を制  

御するための靡水処理方法に検討を加える。  

〔研究発表〕   

（講 演）  

（1）須藤隆一：凝集剤添加活性汚泥法による冨栄養化の評価．日本陸水学会．（49．9）  
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（2）須藤隆一：原生動物の比増殖速度におよほす細菌濃度の影響．日本水処理生物学会，  

（49．9）  

（3）大竹久夫・須藤隆一・舎弟修一：宵栄養化に関する基礎的研究（第7報）．日本発酵工学  

会．（49．11）  

（4）須藤隆一・森息洋・大竹久夫・合葉修一：富栄養化に関する基礎的研究（第8報）．日本  

発酵工学会．（49．11）  

（5）須藤隆一・大竹久夫・森忠洋・合棄修→ニ音類および水生植物の好気的分解．日本陸水学  

会．（50．9）  

（8）大竹久夫■須藤鷹一・合某修一二浅い汚濁河川におけるリン収支のシミュレーション．日  

本陸水学会．（弧9）  

（7）須藤隆一：人工的浄化．日本陸水学会．（勤．9）  

（8）岡田光正・須藤隆一：生物試験結果の解析手法に関する→一考察．8本陸水学会．（弧9）  

（g）大竹久夫・親藩隆一・森息洋・合菓修一こ高栄費化に関する基礎的研究（第9報）．日本  

発酵工学会．（50．10）  

㈹ 須藤隆一・岡田光正・大竹久夫・合葉修一：富栄華化に関する基礎的研究（第10稚）．日  

本発酵工学会．（50，10）  

（11）大竹久夫・須藤隆一・合葉修一：富栄養化に関する基礎的研究（第11報）．日本発酵工学  

会．（勤．10）  

㈹ 岡田光正・須藤隆一：微生物生態系における被食者・捕食者関係．日本発酵工学会．  

（馳．1¢  

匝）須藤隆一・岡田光正：放流水域の1次生産力におよほす排水の影啓．日本水処理生物学  

会．（50．10）  

㈱ 岡田光正・須藤隆一：ル批r〃りざ由の分解について．日本水処理生物学会，（弧10）  

匝）大竹久夫・須藤隆一・合集修一：野外人工水路における2次処理水放流実験．日本水処理  

生物学会．（5仇10）  

（18）須藤隆一・岡田光正：富栄養化を評価するための藻類培養試験．‾F水道研究発表会．  

（51．5）  

（17）森忠洋・岡田光正：富栄養化に与える2次または3次処理水の影響に関する調査－マイク  

ロコズムによる検討－．下水道研究発表会．（51．5）  

（1勾 田井憤吾・須藤隆一・合田健：染料に対する活性炭吸着特性，水道研究発表会．（51．6）  

（印局の  

（1）頚藤隆一（1974）：壬lこ物膜による脱水処理とその問短．PPM，5（11），貧－：蛤．  

（2）Sudo，R．，K，KobayashiandS．Aiba（1975）：Some experimentsand analysis  

Ofapredator－prey mOdel；Interaction between C埴繭加電路噸殉仰 a血  

AIcaligenesfaecalisin continuousand mixed culture．BiotechnoI．Bioeng．，  

1丁，167－184．  

（3）須藤隆一（1975）：下水処理における有機質分磨酎こついて．人間の生存にかかわる自然稲  

城に関する基礎的研究，140－149．  

匝）台東修一・岡田光正・大竹久夫・須藤儀一・森忠洋（1975）∴浅い汚濁河川におけるBO  

D，DO収支のシミュレーション．第1報数理モデル．下水道協会誌，12（生），カー翁．  

（6）合薬修一・岡田光正・大竹久夫・須藤隆一・森息洋（1975）：予覚い汚濁河川におけるBO  

D．DO収支のシミュレーション．第2報多摩川中流域への適用例，下水道協会臥I2  

（6），26－37．  
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（8）須藤随一・森息洋・大竹久夫・岡田光正・合薬修一（1975）：都市下水の2次処理水が示  

す藻類生産の潜在能力．下水道協会乱12（8），封－42．■  

（7）津野洋・宗官功（1975）：連続向流式接触筒による2次処理水のオゾン処掛こ関する研究  

（Ⅰ）．オゾンの吸収特性．水処理技術，柑t7），㍊一山．   

（8）津野洋・宗官功（1975）：連続向流式接触常による2次処理水のオゾン処理に関する研究  

（皿）．複層ろ過水のオゾン処理．水処二哩技術，】現8）．11－23．   

（0）津野洋・宗宮功（1975）：連統向流式接触筒による2次処理水のオゾン処芦別こ関する研究  

（Ⅱ）∴浮遊物質のオゾン処理．水処理技術，l帥），45－52．   

佃 田井憤吾（1975）：富栄養化と下水道．水道公論，‖（7），萄一肌   

伸 須藤隆一（1975）：有機廃水の生物処理．化学工学，39（8），20－26．   

個 合田健・河原長突・枝雅克（1974）：オゾン処矧こおける速度諭－2次処理水の場合－．  

下水道協会謎，ll（8），1－9．   

（JB）合田健・内篠正明・徳田正（1974）：Population Balance Modelによるオゾン処理プ  

ロセスの定式化．水処理技術，15，1045－1051．   

㈲ 合田健・宗官功・河村清史（1974）二都市下水のエネルギー評価と有機物指標．下水道協  

会託，ほ（吼1－11．   

h5〉 田井慎吾・津野洋・須藤隆一・合田健（1976）：藻類におよぼす窒素および燐濃度の影詳  

に関する研究（第1報）．第12垣卜衛生工学研究討論会，封－39．   

（16）合田健・田井慎吾（1976）：水処理の考え方の合理化について．日本水質汚濁研究会シン  

ポジウム，91－98．   

（17）須藤隆一（1976）：汚水処理，公共建築，飼（3），亜一52．   

¢ゆ 須藤隆一（1976）：人為的浄化．用水と廃水，18（3），訂－45．   

個 須藤隆一（1975）：放流水域の富栄費化に及ぼす下水処理水の影普．環境創造，5（7），  

52－57．   

¢¢ 須藤隆一（1976）：陸水域のモニタリング一首栄養化におよぼす排水の影響一．環境情報  
科学，5（2），23－30．   

糾 問田光正・須藤隆一（旭76）：生物租の多様性指数による水質汚濁の評価．用水と廃水，  

18（6），40－52．  

研究課捷 陸水域における重金属の生物濃穀削こ関する研究  

研究担当者  健
一
吾
正
洋
 
 
 

隆
横
米
 
 

田
藤
井
 
田
野
 
 

合
須
 
田
岡
津
 
 〔研究期間〕 ロ召和49年10月－（継続）  

〔目的〕 本研究は，淡水他の微生物および微小動物に及ぼす重金属の影乱 および食物連鎖に  

よって引き起こされる重金属の生物濃縮，ならびに廃水処理汚泥への重金属などについて検討  

することを目的とする。  

〔経過および成果〕 実験材料とするl匂r庇βJJβ∽fc′β∫わ肋α．（砂川加加血sp，C明仲ぬ仰  

用刑如血脚，0叫r油¢Sp．Tgれl桓Ⅲe加Sp，GJα祝CO椚αSp，鳥肌抑由冊＝邪血血潮  

血糊肌血㈹♪励両脚（以上原生動物），5gJe加ぶJr〟桝C（ゆrfcorゎ〝血椚，C鳥わrビタねsp，  

SEigeoclonium Eenue．Chlamydomonas sp（以上藻類），Phi［odi舛a Sp，RoEaria sp，  
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尺加わ血Jαf椚〟ざSp（以上袋形動物）仁創加塙卿賦り加肌血（細菌）などの継代堵費を行っ   

た。l匂r血e肋桝icrク5r〃桝d，（砂gγC〝Jα河d Sp，α吻妨脚＝淵叫両脚 の此増殖速度に及ぼ   

す鉄およぴアルミニウムの影響せ検討した結恩比m（此増殖速度が馳％に低下する済度）は   

鉄で4．7－11野／ゼ，アルミニウムで0．039～％呼／ゼの範囲であり．毒性がほとんどないとい   

われる金属でも感受性の高い生物が存在することが明らかになった。また，硫醒アルミニウム   

よりポリ塩化アルミニウムのILmが大きい（毒性が低い）ことがわかった。更に廃水処理にお   

ける汚泥への重金属の蓄積濃度，汚泥の処理法と重金属濃度との関凰 汚泥処分および汚泥の   

農地還元を行う場合の間宮点などについて検討を加えた。  

〔今後の計画〕 藻類，袋形動物，細菌の増殖速度に及ほす各種重金属の影響について検討せ加   

えたうえで，2者あるいは3者の生態学的地位の異なる生物の連鎖混合培葉によって，微生物   

生態系における重金属の影響せ検討する予定である。   

〔研究発表〕   

（講演）   

（1）Sudo，R．and S．Aiba：Effect ofsome metaIs on the specific growth rate  

of ciliataisolated from activated sludge．1stInternationalCongress of the  
InternationalAssociation of MicrobiologicalS∝ieties．（49．9）  

（111帆）   

tl）Sudo，R．andS．Aiba（1975）：Effectofsome metalsonthespecificgrowth  

rateofcjliataisolatedfrom activated sludge．Proc．1stlntersectionalCon－  

gressofIAMS．2，512－521．   

（2）須藤隆一（1975）：水質汚濁に伴う生物学的試験．PPM，6（g），25－31．   

（3）田井怯吾（1975）：下水汚泥の処理と含有重金属類への対策．水道公論，12（4），53一鶉・   

（4）須藤隆一（1976）：原生動物の増殖の測定．微生物の生態3，微生物生態研究会霜・   

研究棟眉 土壌環境における有機合成化合物など有機成分の集領分解に関する研究  

研究担当者 青 田 富 男  

向 井   哲  

〔研究期間〕 8召和∽年4月【（継統）  

〔目的〕 近年我が国におけるエネルギーの節減と環境汚染につながる程々の有機性廃業物の効   

果的処分が急務としてとりあげられている。しかるに，我が国における有機性廃業物は多様で   

あり，農業，工業，都市によってその処分，利用の態様に遠いがある。従来までに，わら，汚   

泥．原票物などの土壌処理や埋立てなどが行われていたが，環境保全の立場からこれらの問題  

について基礎的研究がなされていたとは言い難かった。  

これらの有機物を土壌に還元した喝合に土壌生態系に及ぼす麗々の変化と，更には有機廃棄   

物中の成分の植物による有効利用についての基礎的研究を行うものとする。また，我が国にお   

ける農業による土樽汚染の実鮭が明らかにされつつあるが，農業の土壌環境における挙動に関   

しての基礎的研究は榛めて少ない。土壌中における残留農業の微細な吸着部位を明らかにする  

研究を行う。  
〔経過および成果〕 本年度は下水汚泥および生わらを対象として，これらの炭素，窒素成分の   

土壌中での行動と，土壌中の炭素および窒素固定作用に及ぼす影響についての研究に着手し   

た。炭素・窒素成分の追跡にはCおよびNの全量，アイソトープ合点同時測定用の分析装置を   

設置した。下水汚泥，わらの土壌添加による，土壌中の窒素固定能に及ぼす影訊こついて調べ  

るために，ガスグロマトグラフ法を用いるアセチレン避元法の設定を行った。従来までに終ら  
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れた結果では，下水汚泥の土壌添加は二卜t糾〕の要素間走力にほとんど影響を及ぼさないが，生  

わらの施用の場合には窒素固定能が上昇し，2パーセント添加でかなりの窒素が固定された。   

農薬の土壌における吸着部の検討にはBIiCを用い．これまでのところ，土壌中でBHCが  

吸着される部位は，植物遺体，土壌腐植の2グループに大別されること，およぴ，BliCが吸  

着される機構が，両グループで相違することが明らかにされた。  

〔今後の計画〕 アイソトープセラベルした下水汚泥および生わらを作り，二L頓に添加して炭  

素．窒素成分の土壌一植物系での行動を追跡する。窒素固定に関しては各種ニヒ煤条件下で，植  

物生育期間中の活性を調査する。   

農薬の分布については．BIiCを含めた残留農繋の」二塚中における吸着，および分解様式  

あるいはこれらの残留農繋が土壌中で移動する様相を検討する計画である。  

〔研究発表〕  

（講演）  

（1）向井哲・和田秀徳：二㌻二墳小こおけるBHCの吸着部偉．1昭和51年皮日本ニヒ壌肥料学会．  

（51．4）  

（日1刷）  

（1）青田富男（1975）こ耕地土壌における空中窒素固定＼国学，45，611－613．  

（2）青田富男（197（；）：土壌における微生物の増殖．微生物の生態3，東大出版会，為1－か5．  

研究課題 土壌腐植酸の重金属錯体に関する研究  

研究担当者  男
郎
 
 
 

次
 
 

官
武
 
 
 

田
 
松
 
 

吉
宗
 
 〔研究期間〕 昭和測牢4月－（継続）  

〔目的〕 土壌臥こおいて天然に存在し，あるいほ人為的汚染によって加えられた重金属熟ま」こ  

壌の形態によってその存在状態を異にすると共に，その存在状態自身が陸生植物への吸収を左  

右する主たる要因と考えられる。そのうち重金属の土壌腐植酸錯件の生成は重金属の陸生植物  

への吸収を抑制している重要な一周子と考えられ，その錯体の安定度定数の測定，ならびに錯  

体構造の決定は重金属類の陸生植物への吸収のメカニズムを解明するに当たり，重要な一ステ  

ップであると考えられる。  

〔経過および成果〕 各地の汚染土壊より抽出した腐植酷を用い．重金属類との安定度定紋を測  

定する方法として．従来のイオン交換槻脂法に代わるイオン電極を用いる方法を確立した。一  

例としてカドミウム錯体の安定度定数（RIR2）；8．OXlO5（pIi4．2），1．5×10T（pH6．3），  

1．2×108（pH8．1）なる偲を得ている。この結果から土壌中で重金属が遊離の．イオンとして  

存在する割合は非常に少なく，また，pHによる影響が願著に現れていることから，根圏の  

pHが陸生植物への重金属吸収の大きな要因になっていることが推測される。更に，土壌腐植  

憩はその腐植化の過掛こおいてその官能基数を増加していくぼかりでなく，キレー†生成能も  

増加することが明らかになった。  

〔今後の計画〕 錯体のミクロの性質を金属NMR，赤外吸収スペクトル等を用いて究明すると  

共に，金属アフィニティークロマトグラフィーを用いて，腐植酸のキレート生成能により分髄  

クロマトグラフィーの開発を行う。  

研究課眉 水環境における微生物反応の動力学モデル化に関する研究  

研究担当者 合 田  健  
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津 野  洋   

〔研究期間〕 ∩銅I150年10月－（推挽）   

〔目的〕 水城における環境評価および水質環境計画を行うために，水環境における微生物によ  

る基質や栄養塩の摂取・代謝および増殖に関する動力学モデルならびにそれらの挙動のシミュ  

レーションモデルの開発，展開を試みるものである。   

〔経過および成果〕 従属栄養性徴生物集団として活性汚泥を対数にして展開した細胞内蓄積の  

変動を考慮一した基質の摂取・代謝の動力学モデルの活性汚泥水処理法への適用性について検討  

し，あわせて流水水節負荷変動に対する処理水の応答および活性汚泥微生物集団の性状の変動  

をモデルによりシミュレートできることを示した。独立栄糞性徴生物として緑藻類の Cカわre－   

／JβSp‘を例にとり，藻類の増殖過掛こおける窒素および燐の摂取わ動力学モデル化を目的とし  

て，寮索および燭の摂取およぴこれら栄養塩の制限化での渾類の増殖過程への影啓について実  

験的検討を行いつつあり，動力学モデル化に際して重要である窒素および燐の摂取や薄類の増  

力庄等の各遁辞の速度，および各過程の相互関係について一部有益な知見が得られつつある。   

〔今後の計画〕 上記モデル化の確立，および水域の流れ系をも含めて，自然水域における微生  

物の挙動や基質および栄養塩の挙動に関するシミュレ…ションモデルの適用性について検討せ  

行う。   

〔研究費薫〕  

（講演）   

（1）津野洋・景宮功・合田健二活性汚泥法における負荷変動に関する動力学的研究．二上二木学会  

第3研叶年次学術講演会．（50．10）  

（印刷）   

rl）津野洋・宗官功・合田健（1976）ニ動力学モデルによる活悼汚泥法の水質負荷変動に関す  

る研究（Ⅰ）．下水道協会誌，13（141），49－60．   

r2）津野洋・宗官功・合田健（1976）：動力学モデルによる活性汚泥法の水質負荷変動に関す  

る研究（Ⅷ）．下水道協会誌，13（145），13－21．   

（a）合田曜・宗官功・津野洋（旭73）：基質除去ならびに代謝に関する動力学モデル．土木学  

会貌文報告集，213．17－28．  

2．5 環 境 生 理 部  

研究計画とそのねらい   

環境汚染の人体に対する影響は主として疾病面からとらえられるきらいがあり，環境汚染による  

影啓を判断する尺度■として健康からどの程度ずれているかというアプローチは少ない。この点を重  

視し，その研究の対象も急性等の短期的影響にとどまらす，憎性長期的卜一夕ルとしての影響にも  

及ぶ必要がある。そこで本研究部では人体影響の機抒，人体の反応（疾病を含む）について，生理  

学的，生化学的．病理学的等基礎医学的研究を行う。人体影響を解明する手がかりとして，実験動  

物を用いた動物実験が前掟となる。昭和49年釆，動物実験環境調節施設内に低漉度，長期にわたる  

憎性ガス暴露チャンバーの建設が進行しつつあったので，本研究部の主テーマの一つに“大気汚染  

物質が生体に及ぼす彫訊こ関する基礎的研究’’をとりあげた。大気汚染物質としては二健化襲  

薫（NO2）をとりあげた。慢性ガス暴露チャンノく－を用いる実験時の設定ガス濃度の指標を得るた  

めに，まず急性暴葦チャンバーの試作を行い，その環境作成の性能テストを兼ねて，ラット マウ  

ス，／、ムスクー等実験動物を用いて，3時間遵綬の急性暴露実験を行った。その結乳 ラットが  

最も感受性が高かった。ラットの性別にほ鰯著な差が認められ詫は♀の1．5倍も感労使が届かっ  
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た。この現象はLC50のみならず病理学的所見でも確認された。一方非経気道的環境汚染物質とし  

て重金属特にカドミウムをとりあげその生体に対する影啓を追究する研究である。第一に環境汚染  

物質としてのカドミウムの生体内における駄hicksalを追跡する方法である。カドミウムはイオン  

として存在することはなく，蛋白質をはじめ各穣生体構成成分と縫合している。 これらの中でメタ  

ルチオネ／に着日し，外因的なカドミウムと生体内必須である他の金属との相互作用，ならびに生  

体内における結合，あるいは存在状態を物質的に解明しメタルチオネンの生理学的意義を追究する  

ことである。   

第二は生体側を中心とした生体異物代謝酵素系の変化を追跡する方法である。ラット肝ミクロソ  

ームの酸化還元酵素系ではチトクロムP－4別系の障害が著しく，一方脂肪酸の不飽和化反応をつ  

かさどるチトクロームb5系は障害の度合も低く，回復も早いことが判明した。   

第三には，無機化合物の代わりに化学構造の明瞭である有機金属化合物，または金属錯体を合成  

し，生体に対する診軋 生理活性を検討することにより生体影静を研究する方法である。生体に授  

与される場合，水溶性であり，溶液中で安定な鏑体として存在すること，配位子として生体成分の  

一つであるアミノ慨等が考えられる。錯体の安定度定数はカドミウムの場合は不安定であるので，  

まず銅一緒体をとりあげ，マウスの腹腔内注射法により毒性のスクリーニングを行い，毒性と構造  

の関係を追究することである。以上研究は緒についたばかりであるが，環境汚染物質の生体影響の  

機序が解明するにつれ．新知見を基礎とした人体への疫学応用が望まれ，人体の健康維持に対する  

早期発見，早期治療のみでなく，環境保全の一助となれほ辛いと考える。   

研究課題 大気汚染物質が生体に及ぼす影軌こ関する基礎的研究  

研究担当者 高 橋  弘   

〔研究期間〕 昭和翰年4月－（継続）   

〔目的〕 大気中に存在する有宙物質が生体に及ぼす諸種の影瞥について，動物実験により，生  

理学的病理学的側面から究明することを目的とする。本研究によって得られた知見が大気汚染  

による生体（とり側の被影響度および親利親準設定根拠としての許容度の決定に関して基礎  

資料となることも本研究の目的である。   

〔経過および成果〕 本年度は大気汚染物質の巾からまず二儀化窒素をとりあげ，動物実験によ  

り生体影響について研究した。この程の研究において，生体への影響を正しく把捉するために  

は，（1）生物の生育が十分な状隠であること，（2）大気成分特に目的汚染物質の質・塁が明確であ  

ること，（3）そのような犬ノ気状態が一足期間安定して維持できること。このような諸条件を満  

足するような環境の作成が第一に必要となる。このような目的で試作された急性暴露チャンパ  

ーを用い，ラット，マウス，ゴールデンハムスターを用い，NO2ガスの3時間連続暴露による  

急性毒性（LC50および最少致死濃度）を求めた。ラット（JCL；SD系）マウス（JCL；ICR系）  

市販の3カ月令を用い，ハムスターは東大医科研より碓親の分与を受け自家繁殖生産したもの  

で，3－6カ月令のものを用いた。チャンパー内のNO2濃度は10～140ppmまでの8段階と  

ハムスタ，については500ppmの環境を設屈した。NO2の測定機はMonitor Lab社のMode1  

8440L型，8440H型を用いた。チャンパー内の動物の肉眼的親祭による行動所見は，ラットの  

場合，まず暴露直後においては，一様に不安症状を呈し，ケージ内を活発に運動する。その後   

100ppm群（全例死亡）では10～細分ころから，20ppm群（全例生残）では御－120分ころから  

運動量が著明に低下し，互いに頭部を寄せ合ってうずくまり，立毛状隠を旦する。40～80ppm  

群の間では運動量低下の開始時間が濃度の上昇に伴って短縮された。また暴詔直後の運動期に  

は若干の個体で採魚 飲水等の行動もみられたが，運動丑低下時以後では〆切認められず．暴  

落前後での体重変化も認められない。80～100ppm群では暴露中に死亡する例もみられた。い  
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すれも致死正妻舶こ不規律性の二段呼吸を足する以外には著明な異常所見は認められない。  

マウスでは．致死例についてはラットの場合とほほ類似した行動所見を呈したが，生残例に   

ついての所見はラットに比放して全般的に軽度であった。  

ノ、ムスターでは，140ppmまでの暴露では死亡例がなく，500ppⅣlの暴露で致死例を認めたの   

みであり，行動所見としても140ppm以下では運動量の全般的な低下以外には特肥すべき所見は   

認められない。  

以上の結果から，NO2ガスに対してラットが最も高感受性であり，マウス，ハムスターの順   

に感受性は低下することが判明した。卦こ今回の実験からラットの感受性すなわちLC50を試算   

すると，♀73．3ppm含48．3ppm（さ＋♀でほ60ppm）となり，♀が苔の1．5倍の催を示してい   

る。このことは肺の病理組織学的検査からも同様の傾向が認められている。含では40ppm群で   

軽度の単核細胞浸潤を伴う血管周囲の水陸がみられ．60ppm以上では，暴寛濃度にほぼ比例し   

て重度の異常所見が発現している。100ppm群では肺胞内出血，肺胞構造の崩壊も観察された。   

これに対して♀では40ppm以下では特異所見はみられず，60ppm群から血管周囲に軽度の水腫   

と細胞浸潤がみられるようになり，100ppm群でも血管，肺胞部の出血はみられても，肺胞構   

造の崩壊までには至っていない。性差に関して比較し得る動物実験成績は現在のところ得られ   

ていないが，ヒトでの疫学調査で，根性気管支炎や閉塞性肺疾患の有症率が女性より男性の方   

が著明に高いこと等の結果とも考え合わせると，ラットでみられた性差にほ今後も注目する必  

要があろう。  
〔今後の計画〕 今回の実験で生体影響の動物僅差ならびに性差について知見を得たので更に動   

物の種類を拡大し，系統乳牛骨紬性別について，NO2ガスを用い，創も亜急性，惰性暴   

露実験を行い，生体に対する影響を生理，病理，生化学的な解析法により研究する。  

なおこの研究の一部は国立公衆衛生院鈴木武夫氏を班長とする昭和50年皮，環境庁委託研究   

“大気複合汚染の生体に及ばす影欝’！の班会議で発表した。   

〔研究発表〕  

（講演）   

（1）高橋 弘：動物実験施設の運営と将来のあり方．ソフトサイエンス社主催シンポジウム・  

（51．6）  

（印刷）   

川 高橋 弘・久保田悪太郎（1976）：大気複合汚染の生体に及ぼす影響．昭和馳年度環境庁  

委託研究，12－30．  

研究課厘 急性用ガス暴露チャンバーの試作とその性能試験  

研究担当者  泊
弘
 
 
 

明
 
 

団
 
橋
 
 

河
南
 
 〔研究期間〕 昭和帥年4月一昭和51年3月  

〔目的〕 大気汚染物質が生体に及ぼす影執こついては現在多方面の研究が進められている。こ  
の種の研究を行うためには，まず次のような諸条件を満足する実験環境の作出が必要である。  

（1）生物の生育が十分な状態で可能であること。（2）高純度，一定濃度で特定の大気汚染物質を含  

む実験用大気が作成できること。（3）そのような実験環境が一定期間安定して維持できること。   

動物実験の場合，上記の実験環境は暴露（または吸入）チャン／く－がこれに相当する。この  

種のチャンパーの開発は研究の歴史が浅いにもかかわらず，かなりの検討が加えられている。   

大気汚染が動物に及ばす影啓に関する研究を進めるにあたり，前述の諸条件を最低限にでも  

満足し得るような急性暴霧チャン′く－の試作とその性能試験を本研究の主目的とした○  
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〔経過および成果〕 今回試作した急性用ガス暴露チャンバーは，4部分より構成されている。  

（1）外界導入部：新鮮外気（空調済）を系内に導入し，実験上妨げとなるガス状物質，塵瑛等を   

除去し，清浄空気を作成する部分で，活性炭フィルター，触媒フィルター，アトモスフィルタ   

ーなどを備えている。（2）実験ガス導入調整部：実験ガスをボンベ接掛こより導入し，清浄空気   

と混合して暴露ガス濾度環境を調整する部分。（3）動物暴露部：実験ガスを・直接動物に吸入（暴   

霜）させる部分で，今回は無菌動物飼育用のビニルアイソレーターのボックス部を使用した。  

（4）排気浄化部：暴露実験使用後の実験究体を浄化し，安全化して排気する部分で外気導入部に   

準じた各租フィルターを使用した。  

試作した急性用暴露チャン／く一について，基本的な性能検査として，川システム全体のリー   

ク試験，（ロ）送風塁・換気回数試験，ケ淵巨気浄化能力試験，国チャンバー内への充満時間と排出   

時間試験，の各検査を行い，装匿の基本的な安全性を確認して｝、る。  

性能検査の一項として，チャンバーの材質，NO2ガスに及ぼす光，湿度の影響等についても   

検討を加えている。  

排気浄化能力検査については，チャンノく一系のうち動物暴露部にビニルアイソレ膚ターを接   

続し，高濃度のN（）2ガスを流して，このときの排気中NO2濃度を測定した。チャン／く－内およ   

び排気浄化能力試験に用いた窒素儀化物濃度測定にはケミルミ方式のNO－NO2－NOx3成分   

同時連続測定機（Monitor Lab社Mode18440L型，8440H型）を使用した。  

暴露実験ガス中のNO2濃度は，マニュアル調節方式のため，暴露実験中に若干の上下変動を   

認める部分もあったが，全体として，実測濃度は設定濃度と同一とみてよいと思われる。   

〔今後の計画〕  

今回は認諾チャンパーとしてどニルアイソレ一夕ーを使用したが，今後チャンパーの材質お  

よび形状について検討する。  

現在は，短時間の暴質実簸であり，義認濃度の調節を手動で行っているが，長時間の使用お   

よび微′J、な濃度変化に対する制御を考慮し，自動コントロール方式を設計中である。  

浄化フィルターについても長時間使用の場合に対応して，フィルター浄化能力の維持時間，  

フィルター交換の所要時間など今後も引き続き検討する必要がある。  

研究課題 重金属と生体構成成分の相互作用に関する研究  

研究担当者 鈴 木 和 夫   

〔研究期間〕 昭和∽年4月一（継続）   

〔目的〕 環境汚染物質として各種の重金属が問題になっているが，それらは生体に必須なもの  

とそうでないものとに分けられる。必須の重金属でも量的な関係により，生理的に有効な濃度  

から有穿な濃度まで存在する。また生体にとって非必須な東金属でも童的に・少なければ何ら有  

害な作用を及ぼさない。これら重金属が生体内に入ったとき．遊離の金属イオンとして存在す  

ることはほとんどなく，蛋白質をはじめとする各放生休稿成成分と結合している。生体内の重  

金属がこのような生体構成成分とどのような結合状態にあるか，またどのような存在状態で存  

在するか．動的な面はどうかといった観点からのアプローチは，各種重金属の作用を明らかに  

する上で有効と思われる。  

有害重金属としてカドミウムをとりあげ．invitroにおける生体構成成分およぴそれらのモ  

デル化合物との相互作用を明らかにし，in vivoとの関連付けを行う。   

〔経過および成果〕 カドミウムチオネインは肝，腎をはじめ，各槌臓掛こその存在が認めら  

れ，また各種動物や月などにも存在が明らかにされている。その生理的作用としても，生体防  

御物質という仮説をはじめ多数の仮説が授出されている。文献考察により，上記目的のために  
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既に明らかにされている点と明らかにされていない点と明確にした。次にメタロチオネインの   

分蔽方法を検討し，本研究の目的に合う規模の分離方法を確立した。その間に通常の取り軟い  

における安定性の限界を明らかにした。invitroにおけるメタロチオネインの金属結合能を定  

量的に明らかにする方法としてG－75セファデデックスゲルろ過法と原子吸光分析が有効であ  

ることを辣め，各産金属イオンの結合能を検討した。   

〔今後の計画〕in vitroにおけるメタロチオネインの金属結合能とin vivoにおける結合能の  

関連を明らかにする。またカドミウムの代謝との関連においてメタロチオネイン中のカドミウ  

ムの存在様式を（モデル化合物における検討も含めて）明らかにし，メタロチオネインの生理  

作用を検討する。  

研究棟廊 ラット肝臓における生体異物（薬物）代謝酵素系に対するカドミウム  

の影響に関する研究  

研究担当者 嵯峨井  勝   

〔研究期間〕 昭和50年5月－（継続）   

〔目的〕 我々の生体には生体異物（賽物，環境汚染物質等）を解毒するシステムが存在する。  

このシステムの状態がどのようであるかということは生体異物による影響と直接のかかわりが  

あるといえる。  

そうした意味で，PCB，DDTあるいは発囁物質として有名な多くの多環系炭化水素等の  

生体異物代謝系に対する影軌こ関する研究は多いが，重金属に関する研究は極めて少ないと言  

わなければならない。  

そこで今回，環境汚染重金属の中からカドミウムを選び，その生体異物代謝系への影響を検   

討し，あわせてCdの作用機掛こついても研究し，各種環頒汚染物質による複合汚染の生俸影謬  

の解明への一助とすることを目的とする。   

〔経過および成果〕  

予備実験で8週令姓ラッ．トを用いて1将Cd／桓体重を腹腔内投与により21週令まで，肝脳の  

生体異物代謝酵素系の変化を検討した。  

この実験によりCdは生体異物代謝酵素系に対して著しい樺宙を及ぼすことが判明すると同時   

に，同じ系の小でもCdによる障宵を強く受ける成分とあまり強くない成分のあることがわかっ  

た。  

続いて本実験としてCd濃度を3Doses（0，45叩Cd／kg群，0．32喝Cd／kg鞘と0．23呼Cd／   

わ群）に増やしてCd濃度と障害の対応について研究した。この結果，生体異物代謝の中でチ   

トクロームP－4剖）を中心とした系は前菜験の結果と何様障寄が著しく，更にそのterminaI   

OXidaseはl彗．リム貿とIl型基質に対して作用様式が異なることがEnzyme Kineticsの結果か  

らわかった。これに対して脂肪酸の不飽和化反応をつかさどるチトクロームb5系は障害の割   

合も低くかつ回復も早かった。  

また，この系の受けた障寄はCdの波動こよく依存している。  

更に，この実験では血清と尿の臨床検査と病理組辟橡の検討も行った。   

〔今後の計画〕  
この実験で得られたinvivoの結果ド対応させるためのinvitro の乗数を行い，郵こ許し  

くCdの作用械構を解明すると同時にin vitroで他の重金属の影響をも検討する予定。   

〔研究発表〕   

（講演）   

（1）嵯峨井膠・白石不二雄・久保田著大郎：ラット肝ミクロソームの酸化還元酵素系に対する  
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カドミウムの影啓について．計本生化学会，札幌．（51．9）  

研究拝眉 有機金属化合物，金属錯体に関する合成および生体影斯こついての研究  

研究担当者 河 田 明 治   

〔研究期間〕 昭和知年4月－（継続）   

〔目的〕 環境汚染物質としての重金属に関する研究は広範周にわたって進められて果た。重金  

属は天然および人工的に多種多様な無機化合軌 有機金属化合物ならびに金属錯体を形成し，  

その中のある租のものは生体に対して特徴的な強い障害を引き起こすことが知られている。更  

にまた．同種の金属であっても．それがどのような化学的形態をとり，またどこを経由して生   

体内に取り込まれるかによって，金属の生体への吸収率，蓄積部位，毒性の症状は異なる。各  

様金属について．有機金属化合物および金属錯体を合成し，それらの生体に対する毒性，生理  

活性を検討することにより，環境汚染物質としての重金属の生体影響に関する研究を行う。   

〔経過および成果〕 重金属は棲めて多租多様な有機金属化合物および金属錯体を生成するが，  

重金属の生体に対する影響を明らかにすることを目的としているので，水に可溶性であって，  

生体に投与する溶液中で安定な錯体として存在するような金属錯体に注目し，その合成を試み  
た。生体に取り込まれた重金属はタンパク，ぺプタイド．炭水化物，脂質などとの相互作用が  

考えられるので，寵位子として，まずアミノ簡を用いた。また生体にとっては異物であるが，  

金属と強い結合をするキレート試案もとり上げた。金属として銅，カドミウム，ニッケルなど  

を選び錯体の合成を検討した。動物に対する影啓についての試験を行うにあたり，錯件の安定  

度定数の大きい銅－ブシソ錯体，銅－EDTA錯体を用いた。単離した錯体およぴそれらの水溶  

液中の銅の含量は原子吸光法により測定した。実験動物としてはマウスを用い，錯体を水溶液  

として腹腔内に注射することによりその影響を調査中である。   

〔今後の計画〕 これまでは銅を中心として実験を行ったが，更にカドミウム等，他の重金属に  

ついても上記と同様の検討を行う予定である。  

近年重金属の解毒剤として，生体に対する蔓性が少なく，重金属と安定な錯体を形成するキ  

レート寒剤の開発が試みられている。これらの中から適当な寵位子を選び，金属錯体の合成，  

物理化学的性質，および生体に対する影響についての研究を進める予定である。   

2．6 環 境 保 健 部  

環境保健部の発足とその展望   

環境保健部においては，人間を環境における生活体としてとらえ，様々な環境の身体的，精神的  

および社会的健康像に対する影響の及ぼし方，あるいはその影響の塁的，質的評価に関して．疫学  

的技法を用い，あるいは実験的な場において解明して行くと共に，人間が健康な社会生活を保つた  

めに，自然科学と社会科学が調和した諸対策を開発するための研究を行う。   

部の発足にあたり，初年度は，研究室の整憫と研究員確保に努力が向けられたので，具体的な研  

究課層に取り組むまでにはまだ若干の期間を残している実状であるが，研究設備の進行によっては  

一部の研究活動は年度内に着手可能になると予定している。部の性格上，人員構成については，医  

学，保健学，＝哩化学，農学，生物学等，広い範究にわたる専門知識が活用できるよう考慮して，そ  

れらの協力によって研究方針の方向づけが行われるであろう。初年度の部の機構は，環境保健研究  

室と環境疫学研究室の2研究室であるが．予定した研究員の確保はほぼ目的を達し，その一部は既  

に着任して，研究機器の調達や研究室の整備に努めている。   

「保健」の研究対象は，人間の疾柄よりもむしろその健康状態である。すなわち，健康を維持し  
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ている機構について科学的な検紆を加えることである。従つて，環境保健部では，社会現象として  

現在の，あるいは将来予期される環境の下で，人間の健康に影響を与え得るすべての因子が研究対  

象となり，中でも，健康と疾病との境界領域における諸現象を取り扱うことが多いであろう。   

当面．具体的に取り組むべく準備をしている課題としては，「大須汚染にかかる生体反応の評価  

とその健康像への意義」，「水銀′ 軌 カドミウム等の重金属の環境および生体分布と，それに影  

響を与える他の環境因子の作用機序」，「PCB，農業をはじめとする蓄積性有線化合物の環境生  

体系での行動」，「環境汚染に対応した人間の防衛機構」等の諸問題であるが，それと共に，人間  

の感覚的，心理的反応を指標とした環境汚染の評価についても，調査や実験的技法による解明を行  

う予定である。更に長期的な影軌こ対する評価にあたっても，疾病像のみにこだわることなく，環  

境要因と人体側要因との相互の鴎係をとらえ，各種環境汚染対策の効果を評価する問題にも努力が  

向けられるであろう。   

現在発足した2研究室を母体として，財こ研究室の増設，研究員の増員を図って行くが，発足当  
初でもあることから，当風 研究員の能力を培うことも重要な方針であり，人材の母体となった各  

大学・研究機関の研究者との連係を密にして，積極的な協力体制を維持して行くこと，必要に応じ  

て共同研究の体制をもって，環境保健の全分野に及ぶ課題に対処して行く方針である。   

環境保健の分野には，いまだ体系が整わないままに，増大する社会の要求にこたえねばならない  

課題が多いが，それらの課貿の中には，疾病像の評価のみでは対応しきれない問題も数多い。各専  

門分野の研究能力が結集して，「健康のための医学」に相当する保健学の体系が生まれ，文明社会  

と共存するための人類の知識が実ることを期待している。   

2．7 生 物 環 境 部  

研究計頂とそのねらい   

良好な人間環境を維持して行くために生物の果たしている役割は大きく，環境悪化の傾向を早期  

に感知してその対策を請じるためには，自然界での生物生態系の動的平衡を十分に把握し．その指  

標となる現象を探知しておかねばならない。以下本年度の主な研究をあげると，生理・生化学研究  

室と陸生生物生態研究室が大気汚染物質の高等植物に及ぼす影響を取りあげ，前者は生理・生化学  

的手法を駁供して植物体に可視啓，不可視昏が現れるメカニズムをいろいろな角度から解析し，後  

者は生賂学的観点から，汚染物質の植生に及ほす影響の魚的評価や植物群落を利用した汚染環境改  

善の方捷の検討を目指している。   

また，生理・生化学研究室と水生生物生態研究室が重金属の水生生物に及ぼす影啓を取りあげ，  

前者は藻類における生体演掛こ焦点を合わせ，後者はミジンコに対する急性慣性毒性について研究  

した。jだに両者協ノノして，重金属を取り込んだクロレラをミジンコに与えて，食物連鎖による重金  

属の遷移と濃縮過税を明らかにしようとしている。   

一九 各研究室ではそれぞれ独白の研究も行っており，生硬・生化学研究室では，湖沼の富栄資  

化による藻類の異常発生機構を根本的に解明するために生理・生化学的解析を行っている。   

陸生生物生態研究室では，植物群落の環境形成作用に関する生態学的研究を，研究所内別田地内  

の松林および雑木林を利用し，植生破壊による自然生態系の物質循環に及ぼす影執 権生回復に伴  

う拾物群落の発達の地＿とおよび土壌環境へ及ばす影啓を調べて，植物の環境保全機能を解明しよう  

としている。   

水生生物生態研究室では，水生生物生態系の動的平衡の研究む 研究所内原水処理水貯溜他の生  

物相の遜移を長期的に親祭して解析して行くと共に，今まで人為的な影響を受けていない山地渓流  

を選定して，その生態系に及ぼす殺虫剤の影響と回復過掛こみられる生態系構成崖物相互の関係を  
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解明して行く。また，水中苛性物質の実験に必要な標準実験期物の開発を目指して，淡水魚の実験  

動物化の基礎研究に取り組んでいる。  

研究社屈 大気汚染ガスの植物に及ぼす影終の牛楔・′上化学的研究  

研究担当者  淳
 
期
 
 
 

魁
 
 

原
 
藤
 
 
 

菅
 
近
 
 〔研究期間〕 昭和弱年4月－（継続）  

〔目的〕 大気汚染ガスNO2，SO2などが鵬物に及ほす影啓は，．・iことして吋祝寄徴の発現や，マ   

クロの光合成反応（CO2の吸収または02の放出）の阻害として調べられて釆ているが，更に深  

く掘り下げて，可視害徴発現の原因となる光合成色素系の破壊，葉緑体ラメラ構造の変化，細   

胞膜透過性の変化等を調べ，また光合成反応に関しては，色素間のエネルギー移動，光合成電   

子伝達反応等の阻害部位を解明して，根本拓潤を追求する。  

〔経過および成果〕 本研究は植物トロンの施設を利用して遂行されるので，来年度の本格的利   

用のための諸準備および予備実験を行った。   

吊 植物の種類ごとに光合成活性の高い葉緑体を単離する条件が異なるので，詳細な実験を行  

い，それらの条件を決定した。   

（2）光合成電子伝達反応，細胞内諸生理活悼渕是のための装償および反応系を検討し，準備し  

た。．   

（3）可視および不可視宥緻の定丑的衣現のために必要な機器を配備し，捕物材料を用いてその  

測定方法を検討した。   

（4）ガスクロマヤプラフによる植物ホルモン定盤についての実験を行い，その方法と材料の必  

要量等を検討し，準備した。   

〔今後の計画〕 51年4月より本格的可働となる植物トロンを利用し，SO2およぴNO2の種々の  

濃度に被暴させた植物体を用いて細胞暇透過性の変化，光合成色素系の破壊，葉緑体ラメラ構   

造の変化，光合成電子伝達反瓜 細胞内諸生理活性の変化を追求する。  

研究珠思 潮沼の宵栄養化による預類の異常発生機格の生理・生化学的研究  

研究担当者 督 幣  汚   

〔研究期間〕 路和50年8月－（継続）   

〔目的〕 冨栄養化の進んだ湖沼では，アオコの異常発生が起こるが，その機構については多く  

の要因が含まれており，いまだ不明の点が多い。本研究ではアオコの異常発生を実験室内で再  

現し，その複雑な発生機構を一少一少解明して行く。   

〔経過および成果〕 芯ケ揃よりアオコを採取し，その主成分であるラン藻Microcystis の単離   

培養を行い，一応培養可能な培地と条件を得た。この培地中のNやPの丑の増減，種々の有機   

物の添加，照度および温度の変更などを試みて異常増殖の再現を研究中である。   

〔今後の計画〕 Microcystisの培養条件を掛こ改善して行くと共に，異常発生に必須な要因を  

究明して行く。  

研究課題 重金属の生体内での挙動一特に藻類における挙動  

研究租当者 菅 原  浮   

〔研究期間〕 昭和別年4月－（継統）   

〔目的〕 水中の低濃度の重金属でも，食物連妾削こより水生動物体内に蓄積され，有害な濾皮と  

なるが，その食物連鎖の原点となる単細胞藻類における重金属の挙動について研究する。本年  
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皮は水生動物の断となる薄類の遥択，単離，培養と，これらの滞類の生育に及ぼす各種重金属  

の形容を検討する。  

〔経過および成果〕  
（1）ミジンコの好餌となる頂類の単組 培費：所内生物実験池にミジンコが大量発生した際の  

池水より，緑藻，ラン滞，ケイ藻を分離培養し，ミジンコの適当な餌として緑滞クロレラ  

を選択した。  
（2）クロレラの成育に及ばす重金属の影替：単細胞薄類に対する各種重金属の影熱量，藻類の  

穫類，生育条件によりかなりの変動があり，使用するクロレラについて重金属に対する反  

応を詳しく知っておかなけれはならない。所内生物実験地より単離したクロレラを通常の  

撫機培地で，4％CO2を含む空気を通気しながら8（X旧ルックスの白色光下で230cで生育  

させ，3－5日後の対放期にある謹細胞を集め，これを接棋源として，程々の重金属を任  

憑の濃度に含む同上の培糞液で，同じ条件下で士書香した。5～6日後の成育度をヘマトク  

リットを用いて藻体客宜で測定した。  

水銀（Hg＋＋）ほ0．1ppmの濃度で60％の生育阻害1ppmでは完全阻害で，接種後4時間  

経過すると，細胞のクロロシスが見られた。銅（Cu＋＋）・は0．1ppmでほとんど阻害なし。  

0．5ppmで60％阻乳1ppmで完全阻害と，0．5－1．Oppmの間で急激な阻害効果が現れ  

た。クロロシスは1ppmで15時間後に起こった。  

カドミウム（Cd＋＋）は0．1ppmで30％阻告，1．Oppmで50％阻害，10ppmでも60％阻宥で，  

濃度の増加に対して阻害の現れ方は遅い。クロロシスは10ppmで20時間後でも見られな  

い。L二述のように，3種類の禿金属については，阻害様式が異なる。すなわちHg＋＋は低濃  

度域で大きな効果を示し，Cd＋＋は0．1ppmの浪皮までは阻雷がかからず，それを越えると  

急激な効果を示す。一方Cd＋＋ほ0．1～10ppmの濃度域で徐々に効果を示すが，10ppmの高  

濃度でも完全阻苫は起こらない。これらの事案は，3種類の重金属がそれぞれ異なった機  

作で生育を阻害していることを示すもので，この機作を解明することは，これら重金属汚  

染の防御対策のためのカギとなるであろう。  

〔今後の計画〕 ＃頸細胞への各種重金属の取り込み機構および蓄積の際の存在状態について調  

べ，′扉油槽磯作の解明の手がかりとする。  

研究課題 都市大須一土壌一億物系における大う耐与染カ′スの移動と胎生への  

影滞に関するシステム生態学的研究  

研究担当者  培
雄
 
樹
 
 
 

昭
 
俊
 
 

塚
 
川
取
 
 

戸
 
古
 
名
 
 〔研究期間〕 昭和50年4月－（継続）  

〔目的〕 都帝における大気汚染物質の発生量とその拡散過程を追求すると共に，地上に降下す  

る大気汚染物質の植生への直接的影響ならびに土壌環境変化を通じて植生に及ぼす間接的影野  

を，システム分析手法を用いて解明し，都市域における植物群落による大気汚染環境の改善に  

関する方策を検討する。  

〔経過および成果〕  

（a）大気汚染ガスが地上に降下した際の植物への影響を検討するための基礎的研究として，水  

耕用培費液中の硫酸塩濃度とアサガオの乾物生長および其のイオウ含有立との関係につい  

て予備的実験を実施した。水耕液中の硫醒塩浪皮をイオウ含有量で10，∈札1（札 5（氾呼S   

ノゼに設定して，アサガオ幼植物を一定の光，温度条件のもとで育成した結果，10－100昭  
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S／ゼ区では，植物の乾物生長墓にほとんど差が認められなかったが，5∝）呼S／ゼ区でそ  

の催が標準S濃度より低い別昭S／ゼ区の億の約帥％に低下した。葵面積あたりの菓身に  

蓄積されたイオウ丑（JgS／dm2葉面）は，水耕液中の硫穀塩感度10～100岬S／e区の  

間では，流儀塩漬皮が増加するに伴い，急激に増加したが，弧）噌S／g区の値ほ，それら  

の偲より若干高い値を示したにすぎなかった。また，根，菓身，子菜へ乾愛あたりのイオ  

ウ丑は，水耕液中の硫酸塩濃度が高まるにつれて，ほぼ直線的に増加していた。   

（b）野外に生育する植物群落による大気汚染物質の吸収蓄線状態を調査するために，栃木県足  

尾町の硫化鉱製錬所周辺に生育するイタドリ帯落および千葉県市原市の臨海工業地常用  

辺，ならびに対照として，本研究所周辺でヨシ，セイタカアワダチソウ群落を層別刈り取  

りし，群落内の高さ別に菜と茎のイオウ含有盈を燃焼法で測定し，大気汚染地執こ生育す  

る植物群落による亜硫酸ガス吸収能を検討した。その結果，いずれの群落でも，群落の上  

層部に位置する葉ほどイオウ含有量が高くなる傾向が認められた。また，一般にヨシ群落  

の葉中イオウ含有塁はセイタカアワダチソウやイタドリ群落のそれに比して著しく高かっ  

た。   

〔今後の計画〕   

（a）51年度当初より本格的運転を開始するファイトトロンを使用して本実験を開始し，水耕液  

中の硫酸塩濃度変化による植物の乾物生長変化のみならず，植物の大気中SO2に対する抵  

抗性の変化を解明する。更に亜硫懐塩の植物影野を実験し，地上に降下する亜硫酸ガスの  

植生に対する影響を明らかにする。   

（b）亜硫酸ガス濃度と植物群落によるSO2吸収蓄積速度および群落光合成速度の変化との関係  

を，ファイトトロンを使用して実験的に解明し，大気汚染領域に対する植物群落の環境改  

善機能を検許する。   

〔研究発表〕  

（蕗演）   

（1）戸塚損：高等植物の群落光合成機能に及ばす亜流熊ガスの影野．環蟻科学総合研究会第1  

回発表会，東乱（弧6）  

（印刷）   

（1）戸塚縮（1976）：昭和渕年度光化学大気汚汲植物影欝調査報告数 環境庁大気保全局．   

（2）戸塚綺（1976）：1975年既アサガオによる光化学スモッグ観察会国調査結果報告雷．光化  
学スモッグ全国調査委貝会．読売新聞社．  

研究秩序 植物群落の環墳形戚作用にl対する生態学的研究  

研究担当者 戸 塚  韓   

〔研究期間〕 昭和∽牢4月－（継統）   

〔日的〕 一次遷移および二次選移における植物群落の発達に伴う地上環境および土壌環境の変   

化を測定して，植生の環境保全機能を解明すると共に，自然生態系の物質碓称こ及ぼす植生破   

壊の影響および植生回復に伴う環境変化をシステム分析の手法を用いて解明する。   

〔経過および成果J 本研究は研究所用地別団地内の松林および雑木林を利用して，植生破拶に  

よる環境変化および植生回復に伴う陸上生態系の動態変化について今後10年間，継枕的に調査   

研究を進めるもので，本年度ほ本研究に必要な圃場の設鳳 施設を検絆した。  

〔今後の計画〕昭和51～52年度に整備される植生回復観察園場の完成に伴い，所期の研究目的   

を遂行する調査研究を開始する。   



研究課題 水生1lニ物生態系の平衡の研究  

（1）原水処理水貯溜池の生物相の遷移  

研究担当者  之
 
子
一
久
 
 

正
 
浮
清
成
 
 

野
保
日
 
山
 
 

安
久
春
畠
 
 〔研究期間〕 f昭和50年4月－（継紋）  

〔目的〕 生態系は一般に単純なものから始まり，より複線化して安定性を持つようになると考  

えられている。新しく造られた池に見いだされる生物棉がどのような変遥をたどっていくかを  

調べるため，当研究所に造られた煤水処理水貯溜池で定期的な調査を行った。  

〔経過および成果〕 池は昭和別年2月に貯水をはじれ 自然に出現する生物以外にカグヤシ，  

グッピーが5月に放された。これらの増軌よ盛んで9月には11万匹と5万2千匹に達したが秋  

にグッピーは死滅した。カブヤシも冬期にかなり減少した。春先水変りが見られ植物プランク  

トンの増減が短期日の内に起こるが，夏期には比較的安定したプランクトン相を形成する。9  

月には生物相は単純化して微小滞類が優Jiし冬の初めまで祝いた。対照として調べた雨水貯滑「  

池では，綴成する槍物7‘ランクトンは夏期安定せず入れ換わりが激しかったが，種類数は廃水  

処理貯水池より多かった。動物プランクトンは7月まで優占した校角類は姿を消し，再度出現  

していない。8月はゾウリムシ等せん毛虫類が俊占し，種類数も減少するが，9月の季節の移  

行期に→度輸虫類が多数出現し，多少複雑な様相を示して10月は再び単純化した。夏期のクロ  

ロフィル望への寄与率の高いツノミ毛類の増減とせん毛虫類の増減との相関が認められた。   

底生生物として重要なユスリカ頬は6月をど－グとし，冬期にはほとんど消失した。  

［今後の計画〕 引き招き定期的に調査を続け長期にわたる生物椰の遷移を調べる。  

（2）山地渓流生態系に及ほす殺虫剤の影醤  

研究担当者  之
 
子
一
久
 
 

正
 
淳
清
成
 
 

野
 
保
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香
良
 
 〔研究期間〕 昭和軸年11月一（継続）  

〔目的〕 殺虫剤の使用によって生物相が破礫され、多くの水系では本来の生物相が見られなく  

なっている場合が多い。殺虫剤の変遷や散布頻度の減少などで回復が見られる所もでてきて  

いるが，このような生態系に及ぼす澱虫剤の彫劉ま，経験的にはよく知られていてもあまり研  

究がなされなかった。ここでは今まで殺虫剤の影認を受けていない山地渓流を選んで，その生  

態系への殺虫剤の影響の仕方と，同役退転に見られる生態系を構成する生物相互の関係を解明  

しようとするものである。  

〔経過および成果〕 研究に適した場所の選定を行い，生物相の調査を開始した。また標本採取  

の方法も検討した。  

〔今後の計画〕 一年間の予備調査によって生物相の周年的変化を解明し．しかるのち殺虫剤の  

投入を行い，直後の生物相の破壊とその後の回復過程を調べる。季節による生物相の相違，成  

虫の存在丑などや，薬剤の投入の仕方によっても回復過程は違ってくるものと考えられ，試験  

的な殺虫剤投入実験を途中にも行う。更に底生動物の食性や，第一次生虐者として重要な珪藻  

類の調査を加える。また，水生昆虫が分類学上兼整理のままであるので，今後多少とも整理さ  

れる上での資料を集めることにする。  
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研究課顛 水生生物の実験動物化の基礎的研究  

仙 淡水産魚類の系統分離  
研究担当者 春 日 清 一   

〔研究期間〕 昭和50年4月－（継続）  

〔目的〕 実験動物として用いられる淡水魚として我が国ではJISの着他物質試験にヒメダカ   

とコイを用いている。しかし一般にはグッピー，金魚，ヒメマス等が用いられ，米国では更に7■   

ルーギル，ミンノウ，カワマス等が用いられている。毒性物質の影啓を受ける場所を考える時   

は毯の特性もあり，在来穫を使うことに意味がある。一方，標準になる実験動物を使用しての   

比放としては，確立した系統を使うことが望ましい。しかしながら現時点では実験用として累   

代飼育されているものはメダカ以外になく，淡水魚の実験動物化が緊急の課題となっている。  

〔経過および成果〕 在来穣としてギンブナ，キン7サ，タモロコ，モッゴ，タナゴ，メダカを   

実験室内水格で飼育している。そのうちモッゴ，タナゴ．メダカは室内水槽で産卵させ，世代  

を重ねている。メダカは兄妹交配が第6代に達した。  

外来種であるグッピーの劣性遺伝をする黄色の個体を選別し，同胞交配を行っている。第3  

代に達した。   

〔今後の計画〕 アクアトロンの完成により外部環境が調節可能になる。これによって魚類の生   

殖周期を人為的に変え，周年的な採卵を試みる。またメダカおよぴグッピーの同胞交配を重   

ね，より個体変異の少ない系統を確立する。更にギンブナは雌他党生を行うことから，遺伝的  

に均質な実験動物が期待される。これらの魚について，各種の飼育条件下での生長，寿命，生  

殖周期，産卵軟（塵仔数）などを検討する。  

（2）ミジンコの繁殖条件の解析  

之
一
久
 
子
 
 

正
晴
成
浮
 
 

野
 
日
 
山
保
 
 

安
春
邑
久
 
 

研究担当者  

〔研究期間〕 昭和50年4月－（地紋）  

〔目的〕 甲殻粒として此絞的飼育しやすく，短期日で世代を繰り返し，しかも単為生殖をする  

ものとしてミジンコは軌こ各毯の毒性物質試験に使用されてきている。しかしまだ地方による  

感受性の違いや，実験前の条件などによる影響等，未解決の問題が多い。また増殖の条件によ  

っては有性生殖に変わったりするため安定したコロニーを維持するためにはまだ基礎的な研究  

が必要である。  

〔経過および成果〕トゲオカメミジンコ，タマミジンコ，ホソタマミジンコ．ミジンコ，の3  

槌類の累代飼育を行った。   

トゲオカメミジンコについては培養したクロレラの摂食率を，その飼育密度と関連して測定   

した。タマミジンコについては一定条件下で産仔，生長を常葉した。臆は出生後2回の脱皮の  

あと68時間で最初の塵仔を行い，平均31．2時間の周期で産仔を続けた。  

〔今後の計画〕 毒性試扱に用いるものとしてタマミジンコ，ミジンコの更に安定した累代飼育  

法の確立と，富栄養化湖での角枝類の役割を実験室条件下で明らかにするため，湖沼などに出   

現する槌類の累代飼育を目指す。   

培善した各値藻類の摂食効率やその時の生長の相違，餌の選択性などを研究する。   

有性生苑と無性生殖を決定する要因は決定的なものがなく，アクアトロン使用によって究明   

できる可能性がある。  
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この研究ほ，ミジンコ以外の無脊椎動物で実験に供する動物の累代飼育にまで拡大される。  

（3）重金属のミジンコに対する急性および憎性毒性  

研究担当者  之
久
 
 

正
 
成
 
 

野
山
 
 

安
島
 
 
 〔研究期間〕 昭和訓年10月－（触統）   

〔目的〕 ミジンコは毒性物質の急性毒性試験に使われている。しかし生態系の一員として毒性  

物質の移行，蓄積，あるいは生態系の崩壊というような場合の役割を解明するためには，憎性  

毒性を調べなければならない。   

〔経過および成果〕 タマミジンコ，ホソタマミジンコ，ミジンコを使い，水銀とカドミウムの  

毒性を調べた。成虫の雌雄差，今による差，などを明らかにした。その後は実験を標準化する  

ため一定の令のものを（出生後12時間ないし飢時間内）を使った。低濃度の重金属水溶液に入  

れた場合，死亡率はもちろん，産仔数，崖仔間院 生長（大きさ）等に影饗することがわかっ  

た。また生理・生化学研究室と協力して重金属を含むクロレラを培養し，食物連鎖を通した場  

合の重金属のミジンコの生長等に及ぼす形容を調べた。   

〔今後の計画〕 食物連鎖に重点を置き，クロレラ【ミジンコ系での重金属の動きを解明する。  

そのため，それぞれの重金属のとり込み豊と排出量を走塁的にとらえる。更に魚に対する試験  

を開始し，最終的にはクロレラーミジンコ→魚の食物連鎖系での重金属の動態を明らかにする。  

研究課題 大気環境に対する植物群落の保全稜維  

研究担当者  縦
姓
 
 

閻
 
 

塚
川
 
戸
古
 
 

〔研究期間〕 昭和50年4月一（継続）  

〔目的〕 文部省科研費特定研究「植物群落の物酎℃謝による環境保全に閲する基礎的研究」（研  

究代表者 門司正三）のうちの一部を担当したもので，植物指標による大気汚染環境評価法を  

確立するための基礎的研究をする。  

【経過および成果〕 莱のイオウ含有量の変化をもとに，大気のSO2汚染度評価法を確立するた  

めの基礎資料を得るために，栃木県足尾町の硫化鉱製錬所周辺に生首する植物を採取し，菓の  

イオウ含有量の季節変化を測定した。製錬所の位置する渡良瀬川上洗の久蔵沢流域に沿って製  

錬所を起点として，北方へ1．0，2．2，2．4，3．0，4．2血の5地点の調査地を設定し，1975年7  

月18日と9月26日に，各調査地点に生育するイタドリの葉を採取した。薬両を水洗し，葉面職  

測定後，佗慄粉末む調製Lた。この試料を用いて，菓身のイオウ含有虫（呼S／dm2菜面）を  

燃焼法で測定した拝見，いすれの調査地点でも7月の値の方が9月の値より高くなっていた．，  

しかも，9月の他のガが調査地による差異が顕著となり，1．0ん椚地点で2．7呼S／dm2，4．2加地  

点で1．2呼S／dm2であった。また，各調査地点における土壌・いの硫酸塩濃度には明酔な差異は  

認められなかった。SO2大気汚染地域に生育する植物では，薬身のイオウ含有丑の増加が認め  

られているので，本調査結果は大気中SO2濃度が製錬所に近づくほど増大していたことを暗示  

している¢   

しかし，本調査結果を1973年9月に同一地点で調査した結果と比較してみると，葉のイオウ  

含有量が1．0Å罰地点で42％，4，2加地点で劉％と，いずれの調査地点でも著しく減少していた。  

このことは製錬所周辺の大気中SO2濃度が1973年より1975年の方が低下していたことを暗示し  

ている。  

〔今後の計画〕 空気廿SO2濃度と植物のSO2吸収能との関係を饉々な環境条件のもとで測晃  
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し，集中イオウ含有≦削こよるSO2汚染度評価法の問題点を検討する。   

〔研究発表〕   

（講 演）   

fl）戸塚培・古川昭雄・名取俊樹：SO2汚染地域に生育する植物のイオウ含有量について．  

第刀回日本生態学会，名古臥（51．4）   

2．8 環 境 情 報 部  

研究計画とそのねらい   

環境情報部の主要目標は，環境間魅の解明と対策のために，広範囲の科学技術分野の総合的な協  

力体制の確立によって最適情報の円滑な流通を図ることにある。   

そのために，環境問題に関する情報のうち，主として研究の実施と促進に必要な科学技術の情報  

の整備と授供を行う。整備については，情報の種類が，形態だけでも磁気テープ，マイクロフィル  

ム，写真，地臥 雑誌．単行本，パンフレットと多種願であり．内容についても庶測定記録や統一  

された教案顆，学術的専門論文以外にも限定された委員会議事録や通俗解説書の類があるなど極め  

て多様であることを考慮して，上記目的に適した情報の選択のためのシステムを研究開発すること  

を目指している。   

現在，部員の充足が進行中であるため，50年皮までの主要研究計画は，電算室の整備に合わせて  

進めており，主として情報システム窒と情報網査室が担当し，電算機管理室と業務室はその補足的  

協九 開発成果のルーチン化および内外の環境情報処理方法の比較検討せ進めている。  

研究課謹 情報システムにおける数式モデルの整備と開発一広域汚染状況の  
パターン把握  

研究担当者 安 岡 善 文   

〔研究期間〕 昭和50年4月－（継続）   

〔目的〕 環境問題では常に対象が広域にわたり，それを大局的に把握するための情報処理シス  

テムが必要である。本研究の目的は，汚染状況を2次元ノてターンとしてとらえ，解析するため  

のシステムを開発することにある。昭和鯛年度では特に，従来の測定点で得られた局所的デー  

タから広域汚染状態を求め，解析するための手法の開発を目的とした。   

〔経過および成果〕 広域大‘気汚染を2次元的に把握するためのパターンモデルを構成した。こ  

のモデルにより，  

（i） 局所性の強い測定点データを平滑化することにより広域／マターンを求める，  

（ii） 排出源データに気象条件等のフィルターをかけることにより汚染／てターンを予測す  

る，  

等の手法を開発した。■このモデルを大阪風 兵庫県，東京都のデータに適用することにより良  

好な結果を得た。  

更にレーザレーダ出力データ，リモートセンシンプデータ等，2次元データ処理のための画  

像処理システムの研究を行った。   

〔今後の計画〕 環境状況を2次元的に把握するための2次元情報処理システムを構成し，画像  
データベースシステム，リモートセンシングデータ処理システムとの結合を行う。   

〔研究発表〕  

（講演）   

（1）安岡苔文・内藤正明・乙問末広：広域汚染状況のパターン的把捉．第3回項桟問窺シンポ  
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ジウム．（弘）   

（2）締出〔p．10（講演）（1）〕  

研究課題 環境情報多次元分類処理に関する研究  

研究担当者  国
 
明
 
 
 

忠
正
 
 

崎
藤
 
 

宮
 
内
 
 
 

〔研究期間〕 昭和渕年4月－（継続）   

〔目的〕 環境公昏に関する情報の分類処理システムの研究   

〔経過および成果〕 環境公苔問髄が自然科学はもとより社会科学，人文科学など広い学問分野  

にまたがることから，環境情報の特徴としてその内容も形態も非常に広範囲で多様である。こ  

のような情報を既存の分野に基準をおく分類法，例えばUDC，NDCなどにより分類するの  

は有効でない。それ故，環境科学という新たな分野の情報の処理に適した分類洩の開発研究を  

行った。  

通常，情報の分類法としてはrl）体系的分類法（2）枚挙的分類法（3）ファセット分類法（4）組み合わ  

せ分類法があるが，今摂おうとしている環境情報のような多岐部門にまたがる複雑なものの分  

痛は穣々の理由によって，ここでは（4）の組み合わせ分類法すなわちファセット分類法を基礎に  

体系的分類法′ 枚挙的分類法を加味した方法を採用した。  

ファセット分類法を採用するにあたり，一 まず一つ一つの情報を特性空間内の～点に位置づけ  

るためにはどのような座標軸（ファセッり が望ましいかを決定することであり，次にそれぞ  

れの軸の目盛のスケールの設定である。ここでは以下に述べるような分類基準を決定した。  

仏）情報の種類に基づく分類   

（切 情報作成機関別分類   

（C）情報作成年月日   

（功 情報作成者名   

（E）公害および公害関連事象に基づく分数  

椚 公啓発生過塩に基づく分類   

（G）公習対策に基づく分類   

（H）時間スケールおよび測定時間に基づく分熱  

情 空間スケールおよび測定場所に茶づく分類  

川 物質名に基づく分類  

以」二のように㈲から川までの10ファセット軸を選定し，更にそれらの個々の軸を細分化ある  

いはスケーリングして分類法の開発研究を行った。   

〔今後の計画〕 実際の環境公害情報を，ここで開発された多次元分類法によって分類し，コン  

ピュータにファイルし，情報検索システムを含めた瑠璃情報収集検索システムりプロトタイ7）  

を作成し，．上記の．多次元分類法の評価に関する研究を行う。   

〔研究発表〕   

（請演）   

（1）宮崎息国・内藤正明：環境情報に関する工学的手法．シンポジウム．国立公者研究所  

（51．1）  

研究課題 環境科学研究情報処理システムの開発  

研究担当者 宮 崎 息 国  
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内 藤 正 明  
中 杉 修 身（総合解析部）  

〔研究期間〕 昭和50年4月一口召和51年3月  

〔目的〕 我が国における環境科学研究相磯のデータ処判！およびデータ検束処理システムのl凋発  

〔経過および成果〕 昭和49年12月，悶立公害研究所によって行われた「環境科単に関する研究   

現況調査」のアンケート結果をもとに，環境科学研発情鞘ファイルのrlり或ならびに情報検索シ   

ステムの開発を行った。以下にデータフォーマットを示す。なお（）内はバイト数をヲけ。   

（1）ファイルした年（2）   

（2）資料番号（5）   

（3）作成機関コード（8）   

㈲ 著者名（60）   

（5）研究概要コード（3×弘）   

（6）研究題目（3餌））   

（7）別刷の有無（1）   

（8）スペア…（36）  

ここで研究概要コードとは3桁のコードで，rl）研究封＝敏圃，停）研究対数汚染泌，（a）研究対須   

汚染質，（4）研究分野，の主分炉を更に細分化したものである。  

この環境科学研究データと全国研究機慄データを口狙／二公器研究所データ棟梁システムにより   

情報検索を行う。  
情報検索は，先の研究機要コード，研究題巨＝こ含まれているキーワードあるいは研究者名に  

よって検索条件を与え，またはこれらをANDまたはORで結んだ条件式をリ・えることによっ  

て行う。  
現在，約3，000件の環境研究情報を収鍵してある。   

〔今後の計画〕 環境科学研究情報の追加と検索時間短縮のための新システ∴の開発制こついて  

研究する。   

〔研究発表〕   

（印刷）   

（1）環境情報部＊（1976）：環境科学に閲する研究現況調奔報告．同党公告研究所潤儲灘暦1，  

106p．  

（＊：宮崎忠国・内藤正明・中杉修身）  

研究課題瑠傾問題に関する地理学的研究  

研究担当者 宇都宮 隙二朋   

〔研究期聞〕 昭和5研三4月－（継続）   

〔目的〕 環境棉報の調査にあたっては地域に川」した，各種の具体的な環境怖裡をもとに，各樟  

報のより適切な調査・収集方法を検肘することが極めて重要である。そこで．（i）主に画像  

を中心とする定性的なデータについては，環境調査への空中写真の活用とその判読・解析を，   

（ii）放偲データについては，その地理的分布およぴ，表示方法に関する検討せ行う。   

〔経過および成果〕（i）については，主に人文環境の把握のため，筑波研究学園都市とその   

周辺の土地利用の変化を事例として，空中写真を判読中で，その判読成果の一都は1／2．5万地  

形図へ移写してある。一方，主に自然環境の把捉のため，飯山盆地を事例として，空中写共に  

よる地形判読を実施し，野外調査の予察として活用した。その結果，本地域の洪積世後期の構  

造地形の分布と活動形式の一部が明らかとなった。  
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（ii）については．メッシュマップに槻する既存のデータを調査t収集「ぃである。なお，光化  

学スモッグによる被害届出状況（環境庁・地方自治体調べ）を数値データの例として，この数  

研データの空間的表示が有効か布かを検謝するため，新たに地点別の調査票を作成し，データ  

の再整理を実施中である。  

〔今後の計画〕（i）については，今後も作業を進めで行くが，霞ケ浦水系等の航空写真および  

野外調召己をもとに，土地利用変化および地形解析をも並行して実施する予定である。   

モノクロ・カラー航空写真の解析器材の一都は購入済みであるが，衛星写真の解析装置（マ  

ルチスペクトルビュワー）等が手もとになく，本研究のネックになっている。今後はこれらの  

装1F！を利用した明析を進める必要がある。（ii）については，日本における光化学スモッグに  

よる健康被一昔旺分布図連作成する子起である。  

〔研究発表〕  

（講 演）  

伸 宇都宮陽二郎：飯山盆地とその周辺の構造地形一予報－．日本第四紀学会．（51．1）  
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・3．大■型研究施設等   

3．1概  況  

年報冒頭1．に述べられているとおり，環境科草の総合的学際的研究を目的とする本研究所では，  

各毯の高性能かつ大型のユニークな研究施設の建設が進められており．それら大型研究施設を含む  

研究所全体に対応するエネルギーセンターおよび廃棄物処理施設も建設稼働中である。技術部のユニ  

な業務は，これら試験研究に関する諸施設の管理運営ならびにこれに必要な試験研究および調査で  

ある。昭和知年度に完成稼働中のファイトトロン（植物実験用環境調節施設）および昭和51年5月  

竣工予定のズートロン（動物実験用環境調節施設）の性能上ならびに建物としての特徴，施設に関す  

る研究開発，実験植物の級培，実験動物の飼育管理等については後述するが，これら大型研究施投  

にはエネルギーセンターから中央管理供給方式によって電気．燃料，蒸気 温水，冷水など各穐の  

エネルギーが供給される。大型研究施設が長期間安定した連続運転を行うには，エネルギーセンタ  

ーはもちろん，多数の機械，自動制御機器，ガスシステムなどすべての機器および機械システム全  

体の経絡 すなわちプリメンテナンスのための機器の整備と拡充，監視体制，緊急故障招旋体制お  

よぴプリメンテナンスシステムの確立が重要であり，そのかなめは人の組織と訓練と経験である。  

これはすべての研究部門が排出する各種各様の廃案物に対応する靡乗物処理施設の管理運営の業務  

についても同様である。技術部はこの韮掛こ立って研究各部門および関係部門と緊密な連係協力に  

努力している。   

特に施設中心型の研究は，再現性のあるイ三言簸できるデータが大切であるが二各組の環境調節施設  

は，まだ設計，制札 シミュレーション等に関する研究開発が不十分であり，当面生物環境調節施  

設等の計測と制軌低濃度のNO2，SO2，03および炭化水素等の複合ガスシステムや自然環境のシ  

ミュレーションを実現するいっそう高度の制御システムと設備の研究開発を行う必要があり，技術  

部においてその準備を進めている。実験開場，ガラス∵魚崩その他の工作室等．各観の廿繹設備機  

能の整備も技術部の今後の課窟である。   

3．2 ファイトトロン（植物実験用環境調節施設）  

本施設は制御された瑠好ドで，項域基準値レベルの低濃度域での任意濃度の人気もテ地物里〔が植物  

に及ぼす影響について，試験研究を行うことを寸二日的とした施設である。   

3．2．1施設の規模  

ファイトトロンの規麒はRC構造3階建，延周蔵3，封8m2，3階建南西簡と環境制御自然光  
室内の写真を写真1，写真2に示す。   

3．2．2 施設の性能上の特徴  

（l）ガスシステムについて：NO2，SO2等の汚狼ガスを環境基準働こ近い極低済度（NO20．02ppm，   

SO20・04ppm下限）の任意濃度域から＿ヒ限数Ppmまでにおいて長期間安定した高精度制御が可   

能である。主要な点は次のとおりである。④制御方式については，高感度ガス分析計を検出器   

として用いて想定値からの偏差値を検札 P．Ⅰ・D．調節計を用いて質盈流量調節器を操作す   

るカスケード方式を採用している。㊥操作ガスについては，適当な濃度と稀釈率を選び，吹出   

ロおよびミクシンブチャン′く－の構造に配慮を加えて，拡散の均一性を維持している。㊥キャ   

ビネット換気回数はオールフレッシュの場合最大詣0回／時間まで可能，また任意設定とするこ   

とにより，2次生成物の系内残存蓄積量を極少におさえている。④ガス濃度の経時変化を任意  

に設定可能なプログラム制御方式を採用している。  

（2）人工光について：光源として太陽光の可視域スペクトル近似のメタルハライドランプを採用  
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している。dリト線域をカットするため，‘訪けト線吸収ガラスフィルターを取り付け，ランプハウ  

スを独立空調してフィルターむ在机 2次放熱を除去した。これにより植物の表面温度と気温  

の差を小さくし，またランプからの熱fl†1イを減じ，キャビネット内の温湿度の制御性の向上を  

図った。   

r3）混紬加り抑こついて：疋こ抱の温肢およぴiも之肢（10～450c±0．50c，35－80％±5％RH）に   

ついて定常状態およぴプログラム制御状態の精度の維持と長期安定確保のために，技術的に可   

f拒な限りの対邦せとっている。なお，捕物用オス暴露グロースキャビネットの一例は，等：其3  

のとおりである。   

3．2．3 施⊥毀の建物としての特徴   

（1）敷地のイi一助利用のためRC構造3F酎吏とし，材料鮒j】こ温三三，稲城制御自然光室，自然光ガ  

ス暴露キャビネット室を榊動こ配解した。研究者動線に対する配慮としてエレベーターを  

利用し，人1リ亡ガス暴露キャビネット寮，三捌隠圭笥ぺIi可一班物「引こ収容して実験の→芋ー他  

に努めた。   

（2）符キャビネット，環境制御子iガラス室，材料提供各級各 キャビネット末等，それぞれ独  

二、■貢封相磯据をもち，建物内邦の断熱構造に配慮した。  

は）級械お，変竃室，制御室等の配㌍とスペースに十分考慮し，一邦3階を署く吹抜けと階段  

室を領けて，運転果′、1瀾係者の動線の合理化と将来の施設放浪に対処している。   

3．2．4 実験植物の栽培と管理  

延千田積3，348m2の本施．投にノ＝ノて毎月、伴」4，000鉢の各種実験値物の栽培提供が必安であ  

る。一九 大気汚染ガスに対する在韓の指標植物に関する研究と植物系統維持等の重要な問題  

がある。したがって布研究澗の研究業剤の円滑な遂行を確保するためには，実験枯物の高度の  
栽f誉技術と㌍埋が必要であり，才女術郡の肺物守門仰せ再心に勢力している。   

3．2．5 施設の管理運常  

大型研究施設を利川する研究計仙よ，研究所】勺外の研究者による共同研究も含めて，【晃係研  

究珊において計画されるが，生物施ぶの運転保守管理は，技術部の専任スタッフ組織である生  

物施設管即※が昔としてこれに当たる。摘潤の運営については，委員会方式によって†り汁‖こ行  

う。   

3．3 ズ ート ロ ン（動物実験用環境調節施設）   

本施設は大知Lウ染物拭が生体に及ほす形認について，BiomedicalScienceの立場から試験研究す  

ることを目的とした施設である。したがって研究の主体は，微生物感染，疾病等を厳重に管理した  

いわゆるSpecific Pathogen Freeの環悦のもとで，特に指定された微生物，寄生虫のいないS・  

P．F．実験動物を用いて行う慣性ガス暴露実験である。憎性ガス暴露実験にあたっては，実社会の  

生活環境に実在するガス濃度をも実験濃度域選定の根拠の一つにしているので，低濃度域が主体に  

なり，生体影啓を追究する実験期間は相当長期間になるものと予想される。   

3．3．1ノ施設の規模  

ズpトロンの規模はSRC構造7隅瓜 延佃研3，694m2である。   

3．3．2 施設の性能上の特徴   

（1）恨性ガス暴露実験室およびキャビネットについては，4階に2鼠 うち1基に小動物用ガ  

ス暴霞キャビネット4台設慣，他の1室は増設用。5階の1室に中動物用キャビネット4  

台設吼 これら8台のうち6台はガス暴露キャビネット 2台は対照用のクリーンキャビ  

ネットで，それぞれ独立の空調およぴガスシステムをもっている。動物用ガス暴露キャビ  

ネットの一例を写真4に示す。それらは温度20－250c±lOc，き畳既知－70％±5％RH，  
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オールフレッシュ換渾沌1紋餌－180回／時の菰観で任意設定。当面の研究対象ガスNO2お  

よぴSO2について共に0．05ppm～放ppmの任意設定ができる。実験動物を相当長期にわ  

たる実験期l間中キャビネット内で飼育できるように，給餌，給水はパスボックスから行  

い，排泄物は自動水洗方式になっている。  

（2）急性ガス暴露実験室には小，中動物の急性暴露キャビネット1台を設置している。当面  

NO2およぴSO2ガス最高200ppm，1日～1カ月暴露が可能である。  

（3）各提案扱窒として，騒音の生体影響・実取去，血液・血清の生理・生化学的検査やその他の  

臨床検査を行う実験室，定期検査∃三，痛理解別室，電気生理実験室．動物の自発運動盈お  

よび強制運動負荷等により，動物の行動面から放棄する行動杵学実験室，手術室等が設即  

されている。  

3．3．3 施設の妊物としての拍傲  

（1）ズートロンのS．P．Fノニリヤー構ノ戊：その概念図とお老成は，図1および豪2のとおり  

で，S．P．F．バリヤーの構成およびS．P．F．エリアの機能動線が示されている。／て■jヤ  
ーの一部をなす洗瀬ょくを写其5に示す。  

（2）小動物研究棟の併設：S．P．F．動物実験施設に，別にLい動物の飼育実験室および一般動  

物関連実験設備からなる小動物研究棟（RC構造2階建，延面積1，4訂m2，唱和51年11月  

竣工予定）を併設することにより，動物実験用稲城調節施題としてまとまった機能を発揮  

できるようにした。  

（3）空調およびガスシステムの運転とメンテナンス：冷温熱源笥のエネルギーの供給およぴこ  

れらを含む空調システム．ガスシステムの運転とメンテナンスについては，ファイトトロ  

ン，ズートロン守一遵のバイオトロンとして管稗する方式を採用し，エネルギーセンター  

に停電時対策として自家発電機を設置した。  

（4）廃棄物処理：施設全体として，ガス鱒を除いてはすペて研究所辛の廃棄物処郡施詔に送っ  

て終末処理するシステムをとっている。  

3．3．4 実験動物観，飼育概数および飼育管可   

動  物  穫  S．P．F．の有無  飼育紙数   

マ  ウ  ス  S．P．F．   1．800匹   

ラ   ッ  ト   〝   2，000   

ハムスター モルモ ット   240   

ウ  サ  ギ  S．P．F．   180   

ウ  サ  ギ  Conve   60   

イ  ヌ  40   

サ  ル  40   

ブ  タ   〝   

実験動物は原則として外部から購入  
するが，S．P．F．動物を主体とする  

本施設の実験飼育管こ哩は研究のPj滑な  

遂行上重要な業務で．技術部の動物専  

門官が中心になってこれに当たる。実  

験動物種と飼育概数は表1のとおりで  

ある。S．P．F．動物実験飼育室の一  

例を写真6に示す。  

※Conve．とはS．p．F．でない一般実験動物の意。  

表1実験動物穫と飼育概数   
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図1ズートロン概念図とS．P．F．エリア機能動線  

宝 旺l   室  名   室 帖   宝  名   

A－1  管理室．倉庫   M－1  中央機械室，電気室   

S－1  S．P．F．動物検疫飼育室   M－2  実験空気浄化装置   

S－2  S．P．F．動物実験飼育室   M－・3  クリーン側エレベータ機械室   

S－3  S．P．FノJ、動物実験飼育室   M－4  ダーティ側エレベーター機械室   

C－・1  サル実験飼育室   M－5  クーリングタワー   

C－2  イヌ実験飼育室   W－1  ダーティ側洗礁室   

C－一3  コンベンショナル中′J、動物実験飼育室  W－2  クリーン側洗満室   

E山1  憎性暴露実験来町   B－1  動物用バリヤー．人用バリヤー   

E－2  実験処理］て   B－2  物品用バリヤー   

E－3  悼性暴露実験室（2）   D－1  S．P．F．ウサギ用汚水貯留相   

E一－4  傾性暴需実験室（引   D－2  サル用汚水貯留椙   

E－5  各種実験室   D－一3  イヌ用汚水貯留橋   

E－6  実験用ガスボンベ庫   T－7  研究棟連絡通路   

表2 ズートロン概念図における室名   



写真1ファイトトロン3階建南西面  

写真3 植物用ガス黒点グロースキャビネット   写井2 環境制御自然光室内  



写真4 動物用ガス暴露キャビネット  

写真5 バリヤーの一部をなす洗徹宴  写真6 S．P．F．動物実験軒■室   



3．4 廃棄物処理施設   

本研究所から排出される気体，液体および固体焼栗物を処理，処分する目的で躍薬物処理施設せ  

設置している。液体廃葉物および固体廃棄物はすべて布施殺で処理されるが気体廃棄物は各施設ご  

とに処理される。   

液体廃棄物処理システムは高度かつ特徴的な処理方法を採用しており．処理水は，ボイラー用  

水，冷却用水等純度の高い用水に再利用される。液体靡葉物のうち実験廃液の処理については蒸発  

法を採用しており，液状では系外へ排出しない。実験動物等の固体靡葉物および可燃性溶媒等は廃  

棄物焼却炉で焼却処分される。焼却廃ガスはアルカリ洗浄した後煙突から放出され，一方，各施設  

からの実験廃ガス等は実験棟ごとに設置されている湿式または乾式処理装翫で処碑された後，大気  

中へ放出される。図2，図3に溌薬物処理のフローを示す。   

3．5 主要研究機器  

本研究所が昭和試）牛皮までに装備した計測器笥の研究機灘のうちて1ミなものほ次のとおりである。  

3，5．1大型電子計算機   

本体（電々公社J4045，J4145号）   

本計算機は環境情報データ，文献，研究成果等をデータベースシステムによって収弘 整理し，  

研究者および行政等のニーズにより迅速に援供することを目的としている。そのために環境庁内に  

端末機を設置している。もちろん，オフラインにおいて研究各部の科学技横言卜芥等に利用できる。  

〔性能〕   
記憶容量1，310KB，磁気テープ装置5台，磁気ディスクパック装置4乱 ラインプリンター2   

台，カード読取装置1台，舐テープ読取さん孔装慣1台，ⅩYプロッター1台，操作卓2台（入   

出力タイプライター2台，画像ディスプレイ1台），データ宅内装置1台  

3，5．2 ガスグロマトグラフ質量分析計   

（日本電子（株）製JMS－Dl00）   

本装置はガスクロマトグラフと質量分析計を結合させたもので，大男，水，仏体等の試料に含ま  

れる有機化合物をガスクロマトグラフで分離し，質量分析計で同定および微量定盤分析を行うもの  

である。他の装置に比べて試料塁がはるかに少見でよく，環境研究には有用である。分析部は二軍  

収宋型のため高分解能を有しており，精密質丑の測定ができる。  

〔性能〕   
1．感度コレステロール：1×10，8タ   

2．分解能：10，（KX）   

3．質量範囲：m／el～2，400   

4．付属品：マスマーカ，ピークマッチング，ピーク検出器  

3．5．3 透過型電子顕微鏡   

（日本電子（株）製JEM－100C型）   

本装置は主として，生物の微細な構造を写真上に何万倍にも拡大して観察するのに使用する。生  

物はすべて．細胞から成り立っているが，細胞内にはその役割に従って様々な構造が見られる．も  

し，生物が有害な汚染物質にさらされて，傷啓を受けた場合，細胞や組織にも構造上いろいろな病  

変が現れるが，これらの事柄を電子願微鋭で研究する。また，土壌や，大気中の粉じんその他の微  
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細構造の観察にも使用可能である。  

【性能〕  

1．分解能：1．4A（格子像），3A（粒子像）   
2．加速電圧二20，札餌，80，1（氾KV   

3．倍 率：  

×1，岨）～800，㈱倍（公段切換）  

×90，2別，500，750倍（極低倍率像）   

4．電源安定度：  

加速電圧……2×10‾6／min  

対物電流・…‥1×10‾8／min  

3．5．4 走査型電子顔徴鋲   

（日立製作所製 HHS－2R型）   

本装置は物体の表面構造を拡大して観察するのに使用される。焦点深腰が深いので凹凸が激しい  

生物試料の場合でも．微細な構造を肉眼で見たように拡大して観察することが可能である。用途と  

しては，例えば，蒲類，昆虫類の観察，汚染ガスや有害物質によって傷害を受けた粘膜や葉の柔面  

の病変観察，大気や土壌，汚水中の微細な粒子を調べる等の研究に有用である。  

〔性能〕  

1．分解能：1（氾A（保証）   
2．加速電圧：1，2，5，10，15，20，25，30KV ■   

3．倍  率：×20～200，（氾0   

4．真空度：5×10‾6Torr（コールドトラップ使用時）   

5．ディス70レイ部：120mmX90mm  

3．5．5 ガスクロマトグラフ四重経常鬼分析計   

（Finnigan社製 3300F）   

本装置は，大気，水中等に含まれる多成分の有機化合物を分離し，定性定盤することができる。  

質量分析部が，四重極型であるため，高速走査ができ，かつ特に恍質宜数領域で感度が高い。低濃  

度の未知試料の定性定量分析に威力を発揮する。  

〔性能〕   

1．質量範囲：0～1（伽amu   

2．感度：10ngのステアリン酸メチル検F】1   

3．分解能：M／△M＝2M   
4．GC：l漕1カラム（金鳳 ガラス，キャピラリー）   

5．GC－MS結合方式：一一没ジェット型   

6．イオンソース：電子衝撃型   

7．多重イオン検出器：6チャンネル   

8．マスマーカー精度：±0．2amu  

3．5．6 土壌環境制御用グロースキャビネット   

（小糸工業製）   

土壌，植物環境における各位汚染物質の行動を，種々の気温，地温，湿風土壌水分，照度の条  

件下で追跡することを目的としている。  
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本法mは二l二壌，植物環境制御を巨的とした人二1二光によるグロースキャビネットであり，空気温  

度，空気湿度，光，土壌温度，二l二項水分を高精度に自動調節できる。室内有効寸法1，000×1，0（船×  

1，650bmX3室，温度条什100C～40OC±10C，星夜温度切換，温度切換時最大温度差15deg‥ 湿度  

条件35％－75％RH士7％，照度J机上二800朋30，000Lxである。土壌ポットは各室1／5（氾0βgケ，  

1／2000a6ケ，二卜壌温度100C～400C±lOC．二巨璃水分pFl．5～pF2．5調節可能である。  

3．5．7 光合成呼吸測定装牒   

（島津製作所製）   

本装置は温度∴温肛 光，風速などの環境条件を制御できるプラスチック製の透明な同化箱に被  

験植物を設托し．同化符内の空気「いCO2濃度の変化を検出して，植物の光合成能力や呼吸速度を測  

定するために使用される。本装置はそれぞれ独立した機器を組み合わせることにより，1枚の葉あ  

るいは鉢植えの植物のCO2ガス交換能を，室内および野外条件下で測定できる。特に，SO2，NO2  

－など大気汚染ガス暴露条件下で湖東できるよう，これらガスに対する耐蝕性が考慮されて＼、る。  

〔性能〕  

1．温度制御範間：0～400C±0．30C   

2．湿度制御範囲：気温10～350Cで50～80％RH   

3．風速制御範囲：10～50㈹／s   

4．人二「照明装間：キセノン2kw使用  

最高照度1（氾KLx（有効照射面蘭：直径印用のとき）   

5．送気能力：0～170g／min  

3．5．8 全自動螢光Ⅹ線分析システ∠、   

（ORTEC社製 TEFA6111型）   

本装置は，生体，土壌，大気粉じん等の試料に含まれる金属を，迅速に定性，走査分析する。エ  

ネルギー分散型なので，最小の試料の前処理でNaからUまでの全元素に対して，短時間に多元素同  

時分析が行える利点をもっている。特に，環境試料のように多くの未知元素を含む試料を分析する  

隙に，有用である。  

〔性能〕   

1．X線管：W，Mo（RI線源取付可能）   

2．X管電圧：10～50KV，Ⅹ管電流1～2（粕／JA   

3．検出器：Si（Li）半導体検出器   

4．，ディスプレイ：オシロスコープ   

5．データ処理：コアメモリー16KW（ピーク検索，バックグラウンド補正，カーブフィット等）  

3．5．9 ノりレス核磁気共鳴装置  

（ブルッカーSXP4－100／15′′）   

プロトンと炭素の高分解能NMRにより化合物の同定を行い，他核（カドミウム，水銀，乱マ  

グネシウム，窒素，リン，イオウ，ハロゲン等）の高出力NMRにより生体および環機中の元素の  

存在状態（連動状態）を明らかにする。  

〔性能〕   
1．磁 石：電磁石0～21．14KGauss可変   

2．プローブ：高山力用（4－1（氾MHz）10mm¢  

（サンプル管）∴高分解能ワイドバンド用（17－37MHz）10mm¢  
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高分解能プロトン用（鋤MHz） 5mm¢．   

3．ラジオ波／りレス：4～1抑MHz 可変   

4．デ〝タ処理（NicoletInstrument社製）：  

コアメモリー 20ビット 20KW  

ディスクメモリー  6（泊XW  

3．5．10 ラボラトリオートメーション用ミニコンビュータ   

（日立製作所製HrrAC20）   

ラボラトリオートメーション用ミニコンピュータは，本研究所に設置された各租計測装置，実験  

システムを制御し，情報収集，処理を行うと同時に，大型計算機への中継装置としてデータ伝送を  

円滑に行わせることを目的としている。   

主な装備は以下のとおりである。  

（i） 本体（記憶容量以KW），（ii） 磁気ディスク装置  

（iii） データタイ7Qライタ装置，（iv） テープ読取装置  

（Ⅴ） アナログーディジタル入出力装臥（vi）データ交換装置（DXC）  
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4．情 報 業 務   

公害に関する国内および国外の資料整備および提供に関することを第一の業務としているが，公  

聾に関連する分野の多岐にわたること・その情報塁の巨大であることと処理システムの近年におけ  

るめざましい進歩の成果を活用する必要のあることなどを考慮し，また公害関連情報の浅供に関し  

て惜の広い要望が酎、という現実に対処するため，環境情報部を静岡し，現在において考えられる  

限りの適切な業務形態を整備している過程である。   

現在は業務室・情報システム窒・情報調査室・電算機管理室をもって構成され，経常研究と並行  

して∽年度までの事業天領は次のとおりである。これらは，今後も整備充実を図る予定である。  

4．1環境情報の調査収集  

J環境情報の調査収集，コード化，蓄積，検索の事業の実施を開始した。情報調査室が中心になり  

他の塞が関連部分について協力しながら進めている。   

当初の業務としては対象とする情報の範囲の明確化のため．環境情報とは何かという概念規定が  

必要であり，一応それを大きく“行政調査情報”，“統計情報▼，，“研究情報”に分類し，対象とす  

る範囲を分署対策基本法の公害の定義に基づくいわゆる典型7公害とこれらに関連する気象，水叙  

ならびに社会，経済関連情報とした。このような分類基準を体系づけ，7つほどの基準を基にした  

“環境情報分類コード’を作成した。   

実際の情報収集作業の最初のものとして環境科学研究に関する情報網査を実施した。これは，全  

国環境関係研究機関に対して，過去5年（昭和45－49年）間の関連研究についての調査結果を整理  

したもので，その内客は電算機検索システムに乗せられ，更に‘‘環境科学に関する研究現況調査報  

告”（国立公害研究所調査報告第1号）の原稲としてまとめられた。この報告は51年度に発行の予  

定であり，この種の調査は今後も2年ごとに実施する予定である。   

また，環境情報部は国連環境計画（UNEP）の情報照会システム（IRS）の国内フォーカル  

ポイント（昭和勤年10月）として指定されたので，これに関する各種業務の準備せ開始した。   

環境情報関係の業務の連行にあたり，今後，数個データが行政ニーズや研究ニーズのいずれから  

も広域的な解析に供し得ることが要請され，例えば，メッシュデータの形での整備も要望されてい  

る。これに関しての調査よおび処理方式の研究は経常研究の巾で進められているが，その一例とし  

てのいわゆる“緑の国勢調査”は，喝算機管理室が小心になってデータベースに乗せ，各種のディ  

ジタルマップとして表現された。   

4．2 ′．丘子計算機業務   

大数電子計算機は’・は宵機寺？礫鋤；伽勺＝管理しているが，礪慨憫磯部の運営目的にf㌻わせて，多様  

な業務を郡内の他の去りJよび各部と協力して行い，かつ所内研究における科学技術計算業務を碑当  

している。   

環境惰報にl矧適したものとして，文献検架やデータ検索笥のシステム作成および項境庁（東京霞  

が閑）との間のオンラインシステムの実施を進め，昭和弱年3月には環項情報データ通信システム  

として稼働するようになった。   

科学技術計算としては，大気測定データ，水質に関する実験データ，騒音，悪臭に関するアンケ  

ート調査のデータ，生体内における重金属の実験データ，光・イオン化質量分析器からの測定デー  

タ等を使用しての，数値シミュレーション，最適化および統計的分析等の計算を行い，また，環境  

調査資料として作成された澄究テープのデータ処嘩のテストや処理方法の開発を部内各室および各  

部に協力して進めた。  
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なお，主要業務として進めた文献惜報検案とデータ検索は次の内容のものである。   

4．3 文献情報検索   

1．文献情報検索業務：当所で収集・作成した文献情報およぴ2次情報としての市販の文献検索  

磁気テープを絹製t加工して作成した文献情報ファイルに対して検索および索引誌の作成を行うこ  

とができる。   

2．機 能：文献検索発熱ま作成した情報ファイルに対して次の搾能を有する。  

rl）検索  

く2）索引誌作成：次の索引誌を作成する。  

ア．事故索引誌：指定した項目について，上昇勅封こ項臥 主題等を出力するが，著者索引一  

発行所索引等が作成できる。  

イ．キーワード頻度索引誌：ファイルに登録されたキーワードすべてが出力されるので．こ  

れを参考にして検索できる。   

3．入 力：   

（1）検索   

（2）書誌索引詑   

4．出 力：   

（1）検索：合致文献臥 合致文献番号，その他の項臼   

（2）索引蕊作成：  

ア．書誌索引誌  

A．索引とした寄託事項の項目  

B．沓誌事項  

C．主題  
イ．キーワード頻度索引訟  

A． キーワード  

B，使用額皮  

C．文献番号   

5．文献棉潮ファイル：現α，実用段階にあるものほ．日本科学技術憎報センター（JICS  

T）関係77イルとEIC関係ファイルであるが，UNEPのIRSに関連した作業のうち環境研  

究の情報源ファイルが一部作成された。51年度には作成される予定のものに所内文献関係ファイル  

があり，その第1段階として米国環境保護庁（EPA）発行文献情報ファイルがある。   

JICST関係ファイルでは，環境公害編の第1巻第1号～第2巻第6号（磁気テープ12巻）約  

21，（鼎）文献のデータがディスクに蓄積されている。EIC関連ファイルでは，49年度10，600件，  

50年度8，却0件の環境研究文献がある。   

4．4 データ検索業務  

データ検察業務は当所で収封ミ・作成したデータに対し，データファイルの作成とデータ検索プロ  

グラムの作成を行い，そのプログラムでファイルの内容検索を行う。検緊されたデータは検索利用  

者が自由に処理できる。   

1．システムの構成：次のジョブ群から構成されている。   

（1）コボルライブラリ作成ジョブ   

（2）データファイル作成ジョブ  
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㈲ データ検索プログラム作成ジョフ  

k）スキーマファイル作成ジョブ   

（6）インバーチッドファイル作成ジョブ   

（8）データ検索ジョブ   

これらのジヲブ群によって，インバーテッドファイルの活用で事前検索が進められ，検索速度が  

高められ，またデータ検索ジョブは簡易な専用言語を用いたものである。   

2．データファイル：第1回線の国勢調査により得られた植生自然度のメッシュデータが主要デ  

ータファイルであり，それを利用する各種プログラムを作成した。   

4．5 図書および編集  

現在，研究所には官制上の図書館はなく，環境情報部業務室が資料の収集整理および操供に関連  

する業務の一部として図書館サービスを行っている。したがって，閲覧室等の設備が十分整備され  

ていないが，51年3月末現在で次のような内容になっている。  

蔵 書 数：   

単 行 本  2，594冊   

各種レポート 1．外国資料  1，250冊  

2．国内資料  1，怨5冊  

3．マイクロフィッシュ  

EPA関係  7，747点  

EIC関係 約5，000点   

編集業務としては，昭和50年11月に“環境情報部ニュース”を編集発行し，以後隔月刊行の形で  

進めた。この内容は，所員研究論文リスト 所内セミナー紹介，新着図書日録，収集レポート日録  

および部内各室の業務成果である。   



5．総  務  

5．1予算お よ び決算  

〔予 算〕  （単位二門）  

4 8   4 9   5 0   年度 項目  
（組織）  

環  境  庁   100．50tう．000   586．853．000  1，288，078，000   

環   境   庁   223，（氾0   

休 職 者 給 与  223，000   

国立公害研究所  100，506，000  586．853，000  1，287．855．000   

職 員 基 本 給   15，233，000   120，911．000   187．464，000   

職 員 諸 手 当   3，566，000   59．813，000   100．601．000   

超 過 勤務手当   S29，000   7．263，（袖0   11，033．000   

非常勤職員手きり  470．000   607．000   

児 童 手 当   6，000   101，000   340，∝旧   

諸   謝   金  396．000   476，000   

職 員 旅 費   728．000   2，963，000   3．992．000   

赴 任 旅 費   1，121，000  3，424，000   4，341．000   

要 員 等 旅 費  1，103．000   1．016，000   

庁  費  11，266．000  55，171，000   109，923，000   

試 験 研 究 費   67，242，〔泊0  314．360，000   652．543，000   

■  通 信 専 用 料  17，493．000   210，048．000   

土地借料  475，000  3．325，000  4，180，000  
（土地建物借料）  

各所修繕  1，186，008   

自 動 車重畳税  40，000  60，000  105，000   

－・53一   



〔決 算〕  （単位：円）  

項l］年度   4 8   4 9   5 0   

（組織）  

環  境  庁   75．433．905  533，347，954  1，243．961．816   

欄   境   庁  222，875   

休 職 ‥有 給 与  222，875   

国立公害研究所  75，433，905  533，347，954  1，243，738，941   

職 員 基 本 給   1，568，375   85，450．848   164，106，893   

職 員 諸 手 当   107，495   41．294．713   83．479，073   

i協 過 勤務手 当   137，975  7，21う2，815   11．219．987   

非常勤職員手当  248．370   603．480   

児  童 手 当  0  77，000   176．000   

諸   謝   金  390，000   476．000   

職  員 旅 費  241，990  2，962．820   3．991，370   

赴 任 旅 費   422．460  3．284，778   1，748，855   

委 員 等 旅 費  1，100，790   1，O13‘340   

庁  貨  8，078，000  57，434．000   109，911，984   

試 験 研 究 貨   64，775，000  314，360．000   65Z，542．999   

通 僧 専 用 料  17，493，000   210．048．000   

土 地 借 料  77，610  1，958．320  3．121．060   
（土地建物借料）  

各 所 修 研  l．184，400   

自 動 串重擬税  25，000  30，500  115，500  
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録  

1．職員著作等日録  

＜講 演 発 表＞   

総合解析部  
1．大山羨＊．後藤典弘：Discussion summary“EnvironmentalProtectionin the Petrole11m and Pet－  

rochemicallndustry’’．第9回「WPC」（世界石油会議），（1975年5月）  

2．後藤典弘：清掃技術の将来展望．東京都清掃局技術系職員研修講演（東京），（1975年8月）  

3．後藤典弘：有機系靡葉物の資源化・再利用．固形靡葉物の処理と再利用・資源化シンポジウム（東京），  

（1975年9月）  

4．後藤典弘：Newer technoIogyin solid waste processinB．Lecture Notes Prepared forJICA－JESC  

A口カリa】S（〉】jd W8Ste Leclure Programs（東京），（1975年9月）  

5．後藤典弘：都市ごみの資源化・再利用の間鼠点・“クリーン大阪”パネル練塀討論会，大阪府丑工業技術  

研究所（大阪）．（1975年11月）  

6，後藤典弘：新しい清掃事業のシステム．葦13回千葉県環境衛生大会特別講済（千葉），（1975年11月）  

7．内藤正明：環境システムにおけるモデリングとシミュレーション・第20回自動制御講演会（東京），（1975  

年2月）  

8．内藤正明：Anelementarystudyo（thetechnoIogy assessment．Japan－USJointSeminar（京都），  

（1975年6月）  

9．森田恒辛：環境影響総合評価について．TAセミナー（広島），（1975年11月）  

計測技術部  
1．半谷高久（東京都立大理），安部害也：A study on the metaholism ofcities．国際環境保全科学会談  

（京都）．（1975年11月）  

2．古田直隠 吉村悦郎（東京大農）．蝶口絃薫．不破敬一邸ニ フレーム発光および吸収スペクトルの研究  

（寄1報）一アルカリ金属塩－．目本分析化学会第24年会（札幌），（1975年10月）  

3．吉村悦郎（東京大農），古田直紀．原口紙器，不破敬一郎：フレーム発光寧よび吸収スペクトルの研究  

（第2報）－アルカリ土類金属塩一・日本分析化学会第24年会（札幌）．（1975年10月）  

∫l．占闇直紀．古村悦郎（東京大農）．原口紘菩，不破敬一郎．フレーム発光・吸収スーミクトルの研究（第3  

報）一磁気テープを用いるデータ処理ニ，第11回応用スペクトロメトリー（東京）．（1975年10月）  

5．1こ破敬一飢 原口紙器：Molecularflameabsorpt沌n SpeCtrOSCOpy andils叩pticalionlり川a】ytト  

calchemistry．アメリカ化学会年会（シカゴ）．（19巧年8月）  

大気環境部  
1．大林啓治（東京工業大理），秋元温 田中郷三（東京工業大尽）二CHjO，C夕月．ゥ0の電子的励起状態  

の消光断面繍の測乳 日本化学会第32春季年会（東京），（1975年4月）  

2．大林啓治（東京工業大理），田中郁三（東京工業大理），秋元猥：Emissionspectrain the photo）ysis  

oF methylniLrite and ethy】爪itrite，ⅧInternationalConEerence on Photo⊂hemistry（カナ  

ダ），（1975年8月）  

3．市村煎二郎（東京工業大理），秋元肇，山崎秀邸（東京工業大理）：Acomp11ter Simulationof亡he  

kineticsof photochemicalair po！1utioTl．ⅧInternatioTtalConference on Photochemistry（カ  

ナダ），（1975年8月）  

4．石渡孝（東京工業大理）．秋元単．田中郁三（東京工業大理）：Ch亡milumineちCenCeOfIiNOsモnSitized  

by O3（l△ダ）．ⅦlnternationalConference on Photochemistry（カナダ），（1975年8月）  

5．秋元許．星野幹雄 井上元．男潤典夫．常田仲明ニNO2Catalyzed photovoxidation of toluenein  

gas phase．TIJeJapan－U．S．A．Seminar on Catalytic NOx Reaction5（裾野），（1975年11月）  

－58－   



6．大林啓治（東京工莫大理），秋元撃，田中椰三（東京工業大理）：CH8SCt18の光分掛こおける発光ス  

ペクトル．光化学討論会，日本化学会関東支部（東京），（1975年11月）  

7■ 秋元亀 井上元 奥田典夫，星野幹雄．常田伸明，：パイレックス製スモッグチャンバーによるトルエン  

／NO丘／空気一系での光酸化反応．光化学討論会，日本化学会関東支部（東京）．（1975年11月）  

8．′J、川靖：海風の拡散におよぼす影野についての風洞実験．大気汚染全国協読会（新潟）．（1975年11月）  

9．星野幹嵐 P．de Mayo（西オンタリオ大）：チオケトンの分子内水素引き抜きとその反応性励起状態に  

ついて．光化学討論会，日本化学会関東支部（東京），（1975年11月）  

10．鷲田仲吼 カイル．D．ペイス（カリフォルニア大）：iso－ブタンおよぴterトプチルラジカルの酸化反  

応．日本化学会第32春季年会（東京），（1975年4月）  

11．驚田仲明，カイル．D．ペイス（カリフォルニア大）ニ アセトアルデヒドとアセチルラジカルの酸化反  

応．光化学討論会，日本化学会関東支部（東京），（1975年11月）  

12．無用イ申明，p．クライ（ボン大），K．H．ベッカー（ボン大），W．グロート（ボン大）：活性窒素†  

C2N2－JIame中でのCN＊（B25・）の化学発光機構．光化学討論会，EI本化学会関東支部（東京），  

（1975年11月）  

水井土壌環境部  
1．岡田光正，貌藤隆一二生物試験結果の解析手法に関する一考察．日本陸水学会（大分），（1g75年9月）  

2・岡田光正，須藤隆一，合菜修一（東京大応用微生物研）：微生物生態系における被食者・捕食者関係．日  

本蕨酵工学会（大阪）．（1975年10月）  

3．岡田光正 須藤隆一：Microcystisの分解について．日本水処理生物学会（大阪）．（1975年11月）  

4・須藤隆一．合葉修一（東京大応用微生物所）：EIfect orsome metels on tbe spe⊂i【ic growtllrate Of  

Ciliata jsolated from activated sludge．1stInternationalCongress of thelnternational  

Association oF MicrobiologicalSocieties（東京），（1974年9月）  

5．髭i藤隆一，合葵修一（東京大応用微生物研）：凝集剤添加活性汚泥法による富来茸イヒの制御．日本陸水学  

会（東京）．（1974年9月）  

6．須藤慶一，合葉修一（東京大応用微生物研）二原生動物の此増殖速度におよぼす細菌濃度の影野．日本水  

処理生物学会（東京），（1974年9月）  

7・大竹久夫（東京大応用微生物研），須藤隆一，森息洋（下水道事菜センター），合菓修一（東京大応用微  

生物研）：苫栄華化に関する基礎的研究（第7朝）一汚掛抑附こおけるりん収支一・巳本隠醍工学会  

（大阪），（1974年11月）  

8・須藤隆一，岡田光正．大竹久夫（東京大応用微生物研），合菜修一（東京大応用微生物研）．森息洋（下  

水道事業センター）：富栄華化に関する基礎的研究（第8報）一多摩川の冨栄華化－．日本醗酵工  

学会（大阪）．（1974年11月）  

g・須藤隆一，森忠洋（‾F水道事業センター）．大竹久夫（東京大応用微生物研），合葉修一（東京大応用微  

生物研）：藻類および水生植物の好男的分解．日本陸水学会（大分）．（1975年9月）  

10・大竹久夫（東京大応用微生物研），合菓修一（東京大応用宥一女生物研），須藤隆一，森忠洋（下水道啓発セ  

ンター）：水質汚濁の予測解析（その1）一浅い汚濁河川におけるリン収支のシミュレーションー．  

日本陸水学会（大分）．（1975年9月）  

11・須藤隆一：人工的浄化．日本陸水学会（大分）．（1975年9月）  

12・大竹久夫（東京大応用微生物研）．合葉修一（東京大応用微生物研），須藤隆一，森忠詳（下水道串菜セ  

ンター）：首栄華化に関する基礎的研究（寄9報）一挽い汚濁河川におけるリン収支（その2）一  

日本隊酵工学会（大阪），（1976年10月）  

13・大竹久夫（東京大応用微生物研），合葉修一（東京大応用微生物研）．須藤隆一．岡田光正：富栄養化に  

関する基礎的研究（第10報）一野外人工水路による二次処理水の放流効果に係る実験（そのl）脚  

日本酸時工学会（大阪）．（1975年10月）  

14・須藤隆一．合葉修一（束帯大応用微生物研）：富永儀化に関する基礎的研究（第11報）←生物掛こ関する  

研究一．日本懲好工学会（大阪）．（1975年10月）  

一5q－   



15．大竹久夫（東頂大応用微生物研），合葉修一（東京大応用微生物研）．須藤隆一，岡田光正：野外人工水  

路によるこ次処理水の放流勒果実験．日本水処理生物学会（大阪），（1975年11月）  

16．須藤隆一．岡田光正 大竹久夫（東京大応用微生物研），合葉修一（東京大応用微生物研）：放流水城の  

一次生産におよぼす下水処理の影晋．日本水処理生物学会（大阪），（1975年11月）  

17．津野汎 宗官功（京都大工），合田健：活性汚泥法における負荷変動に関する動力学的研究．土木学会第  

30同年次学術講演会（名古屋），（1975年10月）  

環境生理部  
1．城石和子（富山県衛生研），Tord Kie】istr6m（カロリンスカ研）．穴山道子，島田外美枝，岩田隆，西  

野治身，松永明倍，渡辺正男（以上宵山県衛生所），久保田憲太郎：Cd汚染地域住民における尿中  

β2一マイクログロブリンについて．第45回目本衛生学会総会（京都），（1975年4月）  

2．高橋弘：実験動物施設の施設区分について．日本実験動物研究会，第9回研究発表会（京都），（1974年  

11月）  

生物環境部  
1．戸塚栢：高等植物の群落光合成機能におよほす亜硫酸ガスの膨響について．環境科学総合研究会，箱1回  

研究発表会（東京），（1975年6月）  

2．安野正之：ネッタイイエカ幼虫の野外における潜在生存率．日本生態学会（京都），（1975年4月）  

3．安野正之：市街地におけるネッタイイエカの羽化後の分散．日本衛生動物学会（京都），（1975年4月）  

4．安野正之：遺伝的防除の可能性について現状と問題点．環境科学超含研究会（東京），（ユ975年6月）  

環境情報部  
l．土屋巌：航空写真測最による飯豊山万年雪地相の積雪創り定，日本雪氷学会（旭川），（1975年10月）  

2．土屋巌：リモートセンシングによる鳥海山小水河野の調査．日本雪氷学会（旭川），（19乃年ユ0月）  

3．土鬼鞍：鳥海山小氷河群とその周辺の熱映像解析．リモートセンシソグシンポジウム（東京），（1975年  

11月）  

d．安岡着文，内藤正明（総合解析部），乙間末広（総合解析部）：広域汚染状況のノマターン的把握．第3回  

環境間遠シンポジウん 土木学会，環境間越委員会（東京）．（1975年8月）   



＜印 刷 発 表＞  

総合解析部  

1．乙間末広（1975）：入力変動を吸収する貯留柑の設計法．システムと制御，柑（8），ヰか「蛸．  

2・後藤典弘（1974）：環境関越に学ぷ．環境創造，l（9），35－40・  

3・後藤典弘（1974）：エネルギー資源と環境．環域創造l（10），41－46．  

4・後藤典弘（1974）：廃棄物葡送システムの現状と将来‥生産と運搬，】5（11），1725．  

5・後藤典弘（1974）：廃棄物の処理・資源化技術の現状．魔菜と環嵐 3（12），6675．  

6・後藤典弘（1975）：哲理と倫理を．環境創造，5（3），24－28．  

7・後藤典弘（1975）：散在性廃案物の資源再利用化への道．生活と環媛．20（4），2428．  

8・後藤典弘（1975）：アメリカにおける都市匪乗物資源化の近況．熱管理と公許 2†（5），78－8L  

9．後藤典弘（1975）：資源化技術とシステム例．月刊座薬物，1（6）．101－■105，  

10．後藤典弘（1975）：廃棄物処理技術．産業公音防止年報，餌9－374．  

11．後顧典弘（1975）こリサイクリングの現状と展望．育と縁，l（6）．4ト54．  

12．後藤典弘（1975）：Resource recovery rrom urban solid wasle・－AIST Projeet Makes E）（O餅eSS  

Technocr叫 8（11），8－11．  

13・内藤正明，乙間末広（1974）二大気汚染伝描マトリクスの提案とその利用．環域技術，3．545一一549．  

14・内藤正晩乙間末広（1974）：活性汚泥法廃水処理プロセスの最適設計．化学工場，用（8）．15－22．  

15．内藤正明（1974）：総丑規制と環境容盈に関するシステム的考察．公育と升猟11（6）．4ト49．  

16．内藤正明，乙間末広（1975）：生物学的廃水処理システムの最適設計．化学工軌 柑（3），6針【76．  

17．布川臭（京都大・数理工），内藤正明，乙間未払 内藤菜紀子（1975）：貯圃槽の鼠適設計と棚軌範1  

報 最適客盈の決定．水処理技術．1¢（9），31－36．  

18．内藤正明，乙間末広（1975）：貯留槽の最適設計と制御，第2報 貯同機引接沈髄の最適制御．水処理技  

術，18（10），15－18．  

19．内腰正明（1975）：環境問題における解析技術，1環境問題とシステム技法一 電気′学会雑誌，粥．943一一・  

948．  

20．内藤正阻 内藤美紀子，近藤哲治（神銅ファウドラー・株）（1975）：簡易流臆均一化相の試作．水処理  

技術．1もく12），9－11．  

21．熊田顧宣（東京工業大），森田恒辛（1975）：ゲーミング・シミュレーションせ用いた電源開発手綬の評  

価への接近．日本都市計画学会学術発襲研究論文集．郡101；▲，7378．   

計測技術部   

1．藤縄幸雄（凱上防災科学センター），川崎健（東北大農），安部音也．倉晶昭二（海上保安庁水路部）  

（1975）：即断・事後調査とモ’ニタリング，海洋珊尭汚染に関する調査研究の現状と問題点一日本海  
洋学会誌特集号．215【226．  

2．小介紀拉（農工大農）．安部音也 他（1975）：多聞Il水中の有機化食物の化学組瓜 陸水学椎弘 36  

（1）．23－30．  

3．安部菩也（1975）：人間活動と物質循環 環境科学（小泉他線），南江堂．139〔149．  

4．大槻晃，Robert G・Wet2・el（ミシガン州立大）（1974）：Release oEdissoIved organjc matLer by  

auto）ysisofasubmersed macrophyte，ScirPus SvbterminaLLs．Limnn10gyand Oeeanogrq  

aplly，柑，842－845．  

5．鰯口紅器（1974）：抜醒構成物質の溶存状態．分析機益．12．702－713・  

6．鰯El紘器．藤原棋多夫（東京大農）．不破敬一郎（1975）：AstudyoFcobalt complexes by X－ray  

photoelectronspectroscopy．Chemistry Letters，409－414．  

7，藤原瑛多夫（東京大農）．原口紙器．不破敬一郎（1975）こProfilesofthe dislributiono【atornsin  

the Tli（rous oxide－aCetylene（Iame．Bu）］etiT10F（he Chemica）Society01Japan，48．857－862・  

－61－   



8．帰廿軋・告．川川招三（東京人農）．平林延雄（第二精工舎科学機器灘）．不破敬一邸（1975）：炎吸収ス  

ベクレレ用2フレーム自言己分光光度計におけるバックグラウンド補正▲分析化学．礼392－393．  

9，力東口軋・王．古田直紀一 昔村悦郎（東京大農）．不破敬一郎（1975）：磁気テープ・データ処理システムを  

用いる炎吸収スペクトルの測定．分析化学∴れ 733－735．  

1O．藤井敏博（1975）：A new dL！Sign for high≡en扇tive an；11ysi弓Of gaschromatograph－puadrupole  

ma亀SpeCtrOmeter．質宜分帆 23，231236．  

11．頗井敏博（1975）：液体クロマトグラフー質丑分析計の動向．ぶんせき，（9），67．  

12．藤井敏博（1975）：試作四重軽質塁分析計の感度と分解能．賃貸分帆 23，281－290．  

13．不破敬一郎，安部菩也 大槻見（訳）（1975）：環鳩モニタリング〔スコープリポート2〕．環境情報科  

学センター，298p．   

大気環塊部  
1．秋元肇，．奥l仰典夫（1975）：光化学スモッグの発生機構．u召和49年度文部省科学研究熱こよる特定研究，  

人間の生存にかかわる自然環境に閲する基礎的研究．28－40．  

2．近藤次郎（東京大工）．秋元肇（1975）：A汀pollutior・h Tokyo；An applicatio－10fこOmputer Sim－  

uIatioTl．Advan⊂eSin Envirorlm戸口亡a】Scjence＆1’echれ0】ogy，5．1〟9仇  

3．田中椰三（東京工業大理）．秋元撃（1975）：光化学からみた大気汚染∴油化学，封（11），29－33．  

4．秋元肇（1975）：光化学大句汚染中の反応のモデル化とその莱反応論的基礎．気象研究ノート，（127），  

4347．  

5．竹内延夫（1975）：Photon－Echo behaviorinてh亡preSence OE extremeinhomogeneous broadening．   

1EEEJ（jUrrla】のどQtは扉unlEIecけりnjcざ，QE一？l（6），230－235．  

6，竹内延夫（1975）：フォトン・エコー．固体物理．用，641－652．  

7．常用仲明，D．Kley（コロラド大），K．H．Recker（ボン大），W，Groth（ボン大）（1975）：Experi  

mentalstudy orthe C（3P）＋N（4s）十M→CN（B竺ユ1＋）＋M recombination．TheJournaloF  

しhemicalPhysics，6ユ．4230－4241．  

月．疋川巧（庶京工業大理）．雲等闘イ岬J，・P略城博（東京工業大理），八木戊（東京二光大理），市村複二郎  

（東京工業大理），森撞次（東京工業大理）（1975）：FIuorescence of nitric oxi（】e excited by the   

lR4．9nm mer＝tlry reSOnanCeline．TheJournaloE ChemicalPhys弓es，63，5470r5474．   

水す土壌環境部  
l．含葉修一（東京大応用微生物研），岡田光正，大竹久夫（東京大応用微生物研），須藤隆一，森息洋（下  

水道事業センター試験所）（1975）：浅い汚濁河川におけるBOl），DO収支のシミュレーション（第  

1報）一致理モデルー．下水道協会私12（4），1－6．  

2，合葉修一（東京大応用微生物研），岡田光正，大竹久夫（東京大応用微生物研），須藤隆一，森息洋（下  

水道事業センター試験所）（1975）：浅い汚濁河川におけるBOp．DO収支のシミュレーション（れ  

2報）一多摩川中流域への適用例一．ド水道協会誌，12（5）．1【12．  

3．合田健，内藤正明（絶食解析部）．徳田正（京都大工）（1974）：Popl11ation8alance Mdelによるオ  

ゾン処理プロセスの定式化．水処理技術．15（11），1－7．  

4．合間健，河原長契（京都大工），枝雅克（京都大工）（1974）：オゾン処動こおける速度論－2次処理水  

の場合一－∵ 下水道協会誌，11（123），1－9．  

5．合出健．岩音功（京都大工），河村清史（京都大工）（1974）：都市下水のエネルギー評価と有機物指  

標．下水道協会誌，ll（1Z7）．1－11．  

6．狙藤隆一（1974）：生物瞳による廃水処理とその問題・PPM，（11），28－38．  

7．須藤隆一．小林私兵衛（塩野義製薬），合菓修一（東京大応用微生物研）（1975）：Some experiments  

and analysis of a predator－prey mOdel，interaction between colpidium campyll】m and  

ALcaligenesfaecalisin con（inuotlS and mixed culture．Biotechnology and BioengineeriL  

ng，lT（2）．167－1f！4．  

－62－   



8．須藤隆一（1975） 下水処理における有機質分解について・lほ摘】4昨度文部省科学研究掛こよる特定研  

究．人間の生存にかかわる自然環境に関する基掟的研究，140－149・  

9．媚藤隆一，森忠洋（下水道事業センター試験所）．大竹久夫（東宮大応用微生物研），開山光正，合菓修  

一（東京大応用微生物研）（1975）：都市卜‘水の2次処理水が示す藻類生産の潜な確力・下水道協会  

孟息12（6），1－9．  

10．須藤隆一（1975）：放流水城の富架層化に及ばす下水処理水の躍響．環境創造．5（7），52▲一57・  

11．須藤隆一（1975）：有機廃水の生物処理・化学工学．36（8），20一26・  

12．須藤隆一（1975）：水質汚濁に伴う生物学的試験．ppMしl（9），2531・  

13．須藤隆一（1975）：生物処理の浄化機構・小規模ド水処理施設ハンドブック（虚業用水調査会），106一  

142．  

14．須藤隆一，出井偵吾（1975）：3次処理施設の計画▲ ′巨現模－ト水処理施設ハンドブック（産業用水禍立  

会），295－342．  

15．須藤隆一（1975）：陸水・汚びE・坐気・連続増弄・原生動物・微当拗学実験法（講談裾），24－－29，170－  

178．38＄一391．  

16．須腰隆一，合葉修一（東京大応用微生物研）（1975）：Erfec＝一fsonle metalson the specjfjc KrUWth  

rate of CiliataisoIated from activated sludge．Proceedings of the FirstlTlterseCtit，nalCon  

gTe亀0モ1AMS，2，512－521．  

17．闇井慎吾（1975）：富栄華化と‾F水道．水道公論．11（7），5360．  

18，；芹宮功（京都大エ），津野洋（1975）：連続向流式接触臥こよる2次処理水のオゾン処軌こl対する研究  

（l）一オゾンの吸収特性－，水処理技術，18（7），33一崩．  

19．㍍官功（京都大工），津野洋（1975）：連続向流接触箇による2次処理水のオ／ン処触こ関する研究（n）  

一視層ろ過水のオゾン処理－・水処理技術．用（8），1123・  

20．栄官功（京都大工），津野洋（1975）：連枝向流接触筒による2次処理水のオノン処矧こ閲する研究（Ⅲ）  

－浮遊物質のオゾン処彗ト．水処理技術，16（9），4552．  

21．吉Lt】富男（1975）：フィリッピン水田土壌の窒粟肥沃度について考える・［1本土庚肥料学雑払 祁，308  

－312．  

22．苫田富男（1975）：耕地土壌におけるZ圭中豊桑園克．科弘15（10），611¶613，  

23．吉田富男（1975）’アセチレン還元法，マメ科根粒の窒来園定能測定 土用微生物実験法（養賢堂）．  

302－308，363－372，   

環境生理部  

1．久保田意太郎（1975）：環境と病気，人【悶環境系を小心として∴れ顔技術，21（14），42－▼53．  

2．鈴木和夫（1975）二天然有機化合物の生合成研究への応用．化学の領域，増刊（107），187－201．  

3．高橋弘（1975）：マウスtラットの飼育管粗実験動物テキスト（日本実験動物研究会編），昭和50年度  

版．  

4，高橋弘（1975）：実騒動物雛持・生産供給i対係施設の仕様，災験動物の実態調査ならびに総合系統生物保  

存システム調査研究報鳥磯（財団法人・実験動物中央研究所編）．  

5．高橋弘（1975）：保定マウスの体温におよぼす環境温度・相対温度および風速の裡合憲習，実験動物，21  

（4），143－150．  

生物環境部  

1．春日清一（1975）：メダカのプロラクテン塵生細胞の周年変化．動物学雑誌，81（4），413．  

2．渡辺恒堆（帝人株式会社），近藤矩朗（1975）：紅諌及び褐藻からオーキシン誘導黄化ヤエナリ下腹紬切  

片のエチレン生合成を阻音する物質の単離．漁猟 2ユ（4），18一刀．  

3．佐々学，田中寛（東京大）（1974）：A statisnicalmethodforcomparisonandchssification oE t】le  

microfilarialperiodicity．TheJapaneseJournaloE ExperimentalMedicine，44，321－346．  

4．戸塚椅（1975）：ホソアオゲイトウ群落の光合成速度に及ばす亜硫酸ガスの影習について∴軍機庁委託所  

－G3－   



究「都田及び周辺地域における自然環境保全計画に関する基礎研究」昭和49年度報告．飢一96．  

5．古川昭撞（1975）：lnf】uence of air flow rates on photosynthesis and respiration of poplarleaves  

under various environmentalcDrlditions．Environ．Controlin Biol．．13（2），77－85．  

6．古川昭礫（1975）：Comparison oE photosynthesis．posti11umination CO20utburst，and CO2COmpe－  

nsati（Inin poplar variゥt；es，SunFlower，and bean．Journa］of theJapanese Forestrさ：Society．  

57，26B274．  

7．1LT）l旧召堆（1975）：The rnethod forestimating the CO2gradient han as8imilation ctlamber，  

Journalof theJapanese Forestry Society．即．365－368．  

R・安野正二之（1975）：生物的防除の成功例一徳島市のカブヤシー．盤活と環嵐 20（11），65【66．  

環境惰軸書β  

1・ニヒ眞巌（1975）：鳥海山小氷河郡とその周辺の熱映像解析．「円本国土海洋総合学術診断」事業報告盤  

第2編研究報告137140．（B＆G Report750017）．  

2・二L屈巌（1975）：リモートセンシングによる地表面温度の測定（1），序章一地表面温度と測定の音  

義．地図と測鼠 3（3）．15－Zl．  

3・土屋巌（1975）：リモートセンシングに．上る地表面温度の測定（2），地表面温度測定の原理と方路  

地閣と測量，3（5），21－29   



2．職員海外出張およ び留学  

部 室 名  横  名  氏 名  出張先国名   用  務   期  間  備 考   

S．49．4．28・－  
総合解析都第 －・グループ  主任研究官  内藤正明  カナダおよぴ 合衆国  請演および研究討論  S．49．5．13  

国立公害研究  
タイ．シソガ  

所副所長  
佐々 学   ポールおよぴ マレ 

ーシア   

国立公害研究  佐々 学  インドネシア  東南アジアにおける特殊  S．49．8．22－  S．49．9．4   

環境情報部情 報システム基  研究員  宮崎息国  スイス   環境情報システム調査  S．49，9．21～ S 
．49．10．4  

国立公害研究  佐々 学  タイ   環境研究および開発に関  S．49．10．14■－  

所副所長  する専門家会議出肺   S．49．10．2   

国際連合環境計画（UN  
環境情報部  部 長 （併任）  寺尾 満  ケニア  EP）主催による国際環 情報会議席  S．501．16一一 S．50．1．27  

境出  

国立公曹研究  佐々 学  ケニア   ケニア，医療協力ェバリ  

所副所長  ユーション調査団参加   S．50．2．21  

計測技術部水 質計測研究室  室  長  大槻．具  フラン スおよ び英国  雪男票賢指琶篇学会  s．50．4．ト S．50，4．14  
大気環境部大   合衆国およぴ  光化学大気汚染研究の実  S．50．8．6－  
室  長  秋元 肇          気化学研究室    カナダ   態調査   S．50．8．24   

環境汚染研究の調査およ  
計測技術部大 気計測研究室  研究員  藤井敏博  合衆国  び環墳モニタリングシス  

テムの視察   S．50．9．6  

フロリダ大学留学およぴ  
環境汚染調査のための視  

賀評新著歪  研究員  原口鼠諷  合衆国  S．51．8．31  

国立公青研究  佐々 学  スイス   WfIO本部事務局主催錦  S50．10．4一－  
所副所長  帯病関係会議出席   S．50．10．10   

国立公害研究  
所副所長  佐々 学  合衆国   日米医学協力会緩出席お 急呈崇鯛境衛生暇所  S．50，10．24′－ S．50．11．6  
国立公専研究  ユネスコ「人絹生物頗」  
所副所長  

佐々 学  フランス  （MAB）国障調整理事 金策l回会議出席  S．50，11．18・－ S．50．11．26  

総合解析部第  留 学   S51．1．20－  

ーグループ   S．52．1．19  研究休職  



3・職 員 名 簿  （S．51．3．31現在）  

職  名  職  名  氏  名  

指定職   
所  長   
副所長  

行政職「づ  
主任研究企画宮  
研究企画宮  

総務部長   
総務課長  
会計課長  
業務室長   
電算機管理室耗  
技術室長  
課長補佐   
室長補佐  
係  長  

研究職  
（併）環境情報部長  

（兼）総合解析部長  

（仰）計測技術部長  

年
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武
一
夫
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郎
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島
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溝
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小
内
㍍
ぽ
高
塚
此
兼
松
大
音
鈴
 
 

満
牛
鬼
大
使
邸
郎
学
邸
明
弘
也
見
失
潤
一
大
治
恒
之
揖
郎
明
弘
 
 

一
 
 

太
 
 

治
 
 
 

義
敬
典
 
憲
一
 
優
正
典
者
 
延
 
降
首
明
 
H
 
一
仲
 
 
 

尾
山
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廉
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欄
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野
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安
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安 土1会 名（依願先）   氏  名   現  職   

原子力委月会参与 （総理府）   火  山  弟  年   所  長   

産業技術審議会委員（通産省）   ノ、 山」 義  年   同  上   

学術審議会委員  （文部省）   佐  々  副  所  長   

中央公害対策箸議会要員（環境庁）  佐  々   l司  上   

回  ′上 帝門委員（同上）  仲  光  佐  直   」三任研究企画官   

同  l 〝  （同上）  奥  什l 典  夫   大気環境部長   

同  上  〝  （同上）  安  野 1L  之   生物環境部 水生生物生態研究室長   

同  ＿卜  〝  （同⊥）  内  藤  正  明   総合解析部 主任研究官  

た
∵
－
－
－
－
－
 
 



5．公 害 研 日 誌  

部長会讃  
各省直轄研究所長連絡協議会筑波移転  
問題特別委員会当所にて開催  

度  
環境庁長官小沢辰男氏他3名ならびに環  

境庁内記者クラブ10名視察  

部長会讃  
北海道東北開発公庫総裁他10名来所  

会計検査（4月23日－25日）  

部長会儀  
部長会諌  
厚生省予防衛生研究所長来所  
部長会護  
国連大学加藤逸民他1名乗所  

中華民国環境保卿査田曲格平田庚他  
7名．外務省他14名乗所  

部長会議  
部長会議  
大蔵省水戸財務部長来所  
部長会護  
国立公専研究所設立準備要員全委員武  
見太郎氏 内田俊一氏視察  

昭和相年度  
国立公害研究所発足  
部長会諸  
首都圏整備委員会事務局長他2名米所   

腐  
部長会諸  
環境庁企画調整局研究調整課長他1名  

乗所  
首都雄生億委員会計画第1部長来所  

部長会諾  
碍境庁長官官房審議官橋本道夫氏他2  

名来所  
部長会議  
部長会議  

49．3．15  

29  

30  昭和錮年  
昭和相年  50．4．3  

8  

14  

23  

5．13  

27  

6．9  

10  

11  

19  

24  

7．8  

14  

22  

30  

49．4．2  

17  

23  

18        5．2  
1
4
 
3
8
1
1
1
5
 
 

6
 
 

部長会戎  
環境庁企画調整局企画調整課長他3名  

来所  
部長会諮  
部長会諸  
環境庁企画調整局長城戸謙次氏他1名  

乗所  
建設省研究学園都市営繕本部長来所  
部長会譲  
部長会渡  
部長会議  
部長会譲  
部長会議  
農林省水産技術会議委員長他14名乗所  

領境庁事務次官船後正道氏来所  
建設省研究学園都市営繕本部長来所  
環境庁国立公晋研究所開所式  
部長会諸  
道商産業省工業技術院長他亜名乗所  
建設省研究学園都市営絹本郡長来所  
部長会諸  
科学技術庁計画局長他2名乗所  

所内幹部会  
衆議院議員野田卯一代譲土，北沢直音   
代講士来所   
部長会醜   
貌浪大学者武副学良他32名乗所   

国土庁長官金丸府民来所   
部長会諸   
行政管理庁，行政管理局管理官能勢安   
雄氏他2名乗所   

部長会疎   
部長会譲   
当所発足1周年記念日   

大蔵省関東財務局宿舎課長他7名来所  

科学技術庁無機材質研究所長来所  
科学技術庁金属材料研究所長他3名乗所  

環境庁企画調整局長柳瀬孝書氏他2名  

視察  
部長会議  
農林省林業試験場長他9息 気象庁高  

層気象台長他5名乗所  

大蔵省理財局10急外務省官房審議官  

他6名，文部省学術局長他3名乗所  

工業技術駄専資源研究所長他4名来所  

部長会讃  
農林省農林水産技術会議会長他17名乗所  

部長今議  
部長会諌  
部長会頚  
部長全滅  
ファイトトロン竣工式．宮山平八郎氏他  

13名来所  

部長会議  
部長会法  
会計検査（2月おロー25日）  

部長会譲  
部長会領  
当所発足2周年記念日  

環境庁政務次官越智伊平氏鱒2名祝祭  

部長会濱   

31   

8．5  

21  

26  

27  

28  

9．22  

23   

10．21  

28   

1l、25   

12．9  

51．1．13  

26  



6．公害研セ ミ ナ ー記録  

i u   年 月 日   短  日   発  表  者   

1  49．5．14  生物環境部の研究計画   佐々 学（生物環境部）   

2   5．21  大気環境部の研究計画   奥田典夫（大気環境部）   

3  6．6  不破敬一郎（計測技術部）  

環境生理部の研究計画   高橋 弘（環境生理部〉  

4  6．19   吉川博也（政策科学研究所）   

5   7．3  水環境の研究計画をめく・って   須藤隆一（水質土壌部）   

6  7．17  秋元 肇（大気環境部）  

バイオトロン研究計画   相賀一郎（生物環境部）  

7  7．26   内藤正明．中杉修軌乙間末広  
（総合解析部）  

8   Dr・L・T．Fan（カンサス州立大学）    9．10  米国における環境間痙および項境研究の最近の動向   

9   10．23  環境アセスメントの基礎セミナー   ハープィ・シャビロ（大阪芸大）   

10   10．28  IRS MeetiTIg報告会   宮崎忠屈（環境情報部）   

11   11．27  ヨーロッパの環境汚染研究機関   松中昭一（農業技術研究所）   

12   12．19  生態系の安定性について   岡田光正（水質土壌部）   

13  50．1．22  都市靡乗物の資源化と関連する諸問舷   後藤典弘（総合解析部）   

14   1．29  NMRによる環境汚染物質と生体成分の相互作用の   鈴木和夫（ヨ脊頃生理部）   
解析  

15   2．5  硬水湖におけるCa収支と炭酸かレシウムの沈澱機梅  大槻 晃（計測技術部）   

16   Z．12  公害研究所電子計算機システムについて   松木・桑原（電々公社）   

17   2．19  東南アジアの水田土壌について   青田富夫（水質土壌部）   

18   3．5  扇ケ浦の水訝汚濁について   浅見輝男（茨城大学）   

19   3．12  光イオン化質量分析計による気相フリーラジかレの   常田伸明（大気環境部）   
直接検出  

20   4．23  環境資源の保護対策   綿貫芳源（筑波大学）   

21   5．7  可変波長レーザーとその応用   竹内延夫（大気環境部）   

22   5．14  環境物質と退任者性の検定法   嵯峨井勝（環境生理部）   

之3   5．21  レーザーによる公害計測の現状と将来   稲葉文男（東北大学）   

24   5．28  宮崎忠屈（環境情報部）  

25  （欠 番）   

26  6．11   戸塚棟（生物環境部）  
27   6．18  下水道と富栄養化   田井憤吾（水質土壌部）   

28  7．2  内藤正明（総合解析部）  

環境容量と公害   北畠能房（ 〟 ）  
29  7．9   森 圭一（京都大学）   

30   7．23  蒐金属分析の進歩とその問題点   原口絃器（計測技術部）   

31   9．6  意志決克と効用関数   市川惇信（東京工業大学）  

32   9．16  環境汚淡物質の人体に対する影響について  
久保田憲太郎（環境生理部）         一時にイタイイタイ病について【   

33   10．1  近代農業と土壌環境の保全   高井康雄（東京大学）   

34  （欠 番）   

35   10．28  公害研究所に望む   三宅泰雄（地域化学研究協会）   

3t〉   11．11  建物及び熱境界層の拡散におよほす彫訊こついて  ′j、川噂（大気環境部）  

37   11．12  国立公書研究所の研究運用上の諸問題について  
討論会                その1   

38   12．2  Populati（】nEcosystemについて   D．Austander（U爪iv．orC坤－  
fornia）  

39   12．9  国立公害研究所の研究運用上の諸問題について  
研究体制のあり方  肘諭会           その2   

・
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・
・
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・
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．
 
 
 



年 月 日   題  目   発  表  者   

40  51．1．13 国立公音研究所の研究温田上の諸問題について  
その3   討論会   

41   1．20 ／くターン認識の環境工学への応用について  安岡啓文（環境情報部）   

42   1．29 国立公青研究所の研究運用上の諸問題について  
その4   討論会   

43   2，5  ステロイ’ドの生化学と立体化学   
一有機汚染物質の研究に関連して－  河田明治（環境生理革）   

44   2．12  海洋の指標プランクトンについて   丸茂隆三（東京大学海洋研究所）   

45   2．19  国立公膏研究所の研究運用上の諸問題について  
その5  討論会  

46   2．26  国立公害研究所の研究運用上の諸問題について  

47   討青魚会                 ■みの6  

3．4  後藤典弘，森田恒宰（総合解析部）  

48  （欠 番）   

49  3．18   菅原健（名大名誉教授）  

50   3，25  陸水域の首栄劉ヒについて   手塚春彦（東京都立大学）  



7．施設等の完成時期と配置計画図  

施  設  名   構  造  面  積  完 成 時 期   

研  究  第   1   楳   R C － 3   5，762〝l℡  昭和49年3月竣工   

管  理  棟   R C － 2   673  相和49年6月唆エ   

共  通  設  備  棟   R C － 2   2．213  昭和49年10月竣エ   

廃 業 物 処 理 施 設   処 理 能 力 2007ば／日  昭和49年10月竣工   

植物実験用環境調節施設   R C － 3   
（ファイトトロン）  3，348  昭和50年12月竣工   

動物実験用環境粥節施設   R C － 7   
（ズートロン）  3，694  昭和51年5月竣工予定   

中  動  物  煉   R C － 2   1，487  昭和51年10月竣工予定   

水  環 境 施  
（アクアトロン）   

設  R C － 3   2，131  個和51年11月竣工予定   

大気 化 学 実験施設  R C －1   
（光化学スモッグチャンバー）  724  昭和5ヱ年1月竣工予定   

研  究   第  2  枚   R C － 3   5，812  昭和52年5月竣工予定   

大気物理実験施設（大気拡散風洞）   R C －1   2，353  昭和53年3月竣工予定  
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